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3月29日（日） 馬路村集会センターうまなび

親
子
でつ
く
る
世
界
で
ひ
と
つ
だ
け
の
絵
本
作
り

親
子
でつ
く
る
世
界
で
ひ
と
つ
だ
け
の
絵
本
作
り



ッ
ク
の
費
用
助
成
を
行
う
と
と
も

に
広
報
・
周
知
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、高
断
熱
窓
や
断
熱
材
を

用
い
た
省
エ
ネ
住
宅
への
改
修
に
対

し
て
補
助
を
行
い
、健
康
状
態
の

保
持・増
進
を
図
り
ま
す
。

○
子
育
て
環
境
の
整
備

　
第
3
期
馬
路
村
子
ど
も
子
育

て
支
援
事
業
計
画
に
基
づ
き
、安

心
し
て
妊
娠・出
産
が
で
き
、子
ど

も
が
健
や
か
に
成
長
で
き
る
よ

う
、こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
馬
路

「
つ
ど
マ
ル
」を
中
心
に
、妊
娠
期
か

ら
子
育
て
期
ま
で
の
切
れ
目
の
な

い
総
合
的
な
支
援
体
制
の
強
化
を

図
り
ま
す
。

　
出
産・子
育
て
応
援
給
付
金
や

お
む
つ
等
の
赤
ち
ゃ
ん
用
品
給
付

事
業
に
加
え
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
の
補
助
を
中
学
校
3
年

生
以
下
全
員
に
拡
大
す
る
こ
と

で
、子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担

の
軽
減
に
取
り
組
み
ま
す
。ま
た
、

子
育
て
世
代
が
気
軽
に
相
談
で
き

る
環
境
を
整
備
し
、必
要
な
支
援

に
つ
な
ぐ
伴
走
型
支
援
を
行
い
ま

す
。

  

建
設
課
　

○
道
路
の
基
盤
整
備

　
村
内
で
生
活
を
す
る
た
め
に
は

道
路
の
適
切
な
整
備
が
不
可
欠
で

す
。そ
の
た
め
、村
道
で
は
長
寿
命

化
計
画
に
基
づ
き
、交
通
の
要
と

な
る
橋
梁
及
び
構
造
物
の
補
修
を

引
き
続
き
施
工
し
て
い
き
ま
す
。

本
年
度
は
、螢
篭
橋
の
橋
梁
修
繕

工
事
と
上
坪
地
区
擁
壁
補
強
工
事

令和８年度
一般会計当初予算２５億７１００万円

　本年度の当初予算は2，571，000千円で、
前年度2，600，000千円と比較して29，000千
円（1．1％）の減額となっています。

【歳　入】
　歳入の状況は、依存財源が1，448，371千
円（構成比56．3％）、自主財源は1，122，629千
円（構成比43．7％）となっています。前年度
比では、依存財源で14，379千円の減額、自
主財源で14，621千円の減額となっています。
　地方交付税は、国の地方財政計画に基
づいて推計し、近年の交付実績もふまえ普
通交付税800，000千円、特別交付税120，
000千円を計上しました。基金からの繰入金
は、前年に比べ25，274千円（4．2％）減の577，
309千円としており、うち財政調整基金繰入
金は157，000千円を計上しています。
　今後の財政運営においては、国・県の補
助金・交付金等の特定財源を確保し、交付
税措置のある有利な起債やふるさと応援基
金等の特定目的基金を活用しながら、引き
続き健全で持続可能な財政基盤を堅持す
ることに努めます。

【歳　出】
　性質別にみると、経常的経費は2，194，
067千円で、前年度に比べ71，454千円（3．1
％）の減額となっています。また、投資的経
費については376，933千円で、前年度に比
べて42，454千円（12．7％）の増額となってい
ます。
　目的別では、増額した主な費目は民生費、
衛生費、土木費等であり、減額した主な費
目は総務費、農林水産業費、消防費、教育
費、公債費等となっています。増額の主な
要因は、給料・報酬・期末勤勉手当の改定
や保育所の耐震改修工事や地域福祉計
画の作成費、衛生費では旧清掃センターの
解体に関する費用、土木費では社会資本
整備総合交付金事業や河川の維持改修
工事等によるものです。
　財源が限られた厳しい財政状況ですが、
事業の緊急度や優先度を見極め、効率的
かつ効果的な事業を着実に推進していきま
す。

前
年
当
初
比
　
　
％
減

　
戸
籍
や
住
基
、税
務
、情
報
政
策
、消
防・

防
災
対
策
、財
務
等
自
治
体
と
し
て
の
基

礎
的
な
事
務
を
着
実
に
つ
か
さ
ど
り
つ
つ
、

職
員
の
資
質
向
上
と
適
正
で
効
率
的
な
行

政
運
営
に
努
め
ま
す
。

○
防
災
事
業
の
推
進
　

　
住
宅
の
耐
震
診
断
の
促
進
、避
難
所
用

衛
生
用
品
を
整
備
し
、災
害
に
対
す
る
備

え
を
強
化
し
ま
す
。ま
た
、貯
水
槽
を
整
備

し
、災
害
に
対
す
る
備
え
の
強
化
と
、避
難

所
の
開
設
訓
練
や
資
機
材
の
扱
い
方
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
防
災
訓
練
を
繰
り
返
し
行
う

こ
と
で
、地
域
防
災
力
の
向
上
を
図
り
ま

す
。

　
加
え
て
、自
主
防
災
組
織
等
の
メ
ン
バ
ー

と
と
も
に
地
震
被
災
地
への
視
察
を
行
う
こ

と
で
、防
災
意
識
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
役
場
に
お
い
て
も
、災
害
が
起
き
る
前

に
、あ
ら
か
じ
め
復
興
の
進
め
方
や
村
の
将

来
像
を
決
め
て
お
く
た
め
の
、事
前
復
興
ま

ち
づ
く
り
計
画
の
策
定
に
向
け
、基
本
指
針

《
取
り
組
む
主
な
事
業
》

１．１

　日本経済は、物価上昇を上回る賃上げが広がり、個人消費は持ち直しの動きが続いています。企業においても、省力化投資
や生産性向上に向けた設備投資が堅調に推移しており、デフレ脱却に向けた動きが一段と進んでいます。一方で、人口減少
は加速し、全国的に人材確保競争が激しさを増しており、とりわけ本村のような中山間地域では、労働力の確保が一層困難な
局面に入っています。
　このような状況の中、本村ではこれまでに引き続き「馬路村まち・ひと・しごと創生総合戦略」の4つの柱のもと、魅力的なしごと
をつくる、村外の人 と々のつながりを築き新しい人の流れをつくる、結婚・出産・子育ての希望をかなえる、魅力的な地域をつくる
ことを目標として労働力確保や移住・定住施策を重点的に推進します。あわせて、国や県の政策動向、社会情勢の変化、デジ
タル化の進展などを踏まえつつ、本村の課題に的確に対応し、新たな挑戦や効果的な取組を積極的に展開していきます。

の
作
成
を
行
い
ま
す
。

　
　

　
第
3
期
馬
路
村
地
域
福
祉
計
画
の
基
本

理
念
で
あ
る「
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

健
や
か
な
暮
ら
し
を
生
涯
支
え
る
村
づ
く

り
」の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。多
く
の
村
民

が
当
事
者
意
識
を
持
ち
、多
様
な
人
と
人
、

人
と
資
源
が
世
代
や
分
野
を
越
え
て
つ
な

が
り
、複
雑
化
、多
様
化
す
る
福
祉
課
題
に

対
応
し
な
が
ら
、地
域
を
共
に
創
っ
て
い
く

共
生
社
会
を
目
指
し
ま
す
。

○
健
康
寿
命
の
延
伸

　
各
種
健
診
の
受
診
率
向
上
に
努
め
、糖

尿
病
性
腎
症
対
策
、循
環
器
病
対
策
な
ど

の
保
健
指
導
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　
健
康
寿
命
の
延
伸
に
向
け
、
保
健
事
業

と
介
護
予
防
等
の
一
体
的
実
施
事
業
や
高

齢
者
運
動
機
能
等
向
上
事
業
の
取
り
組
み

を
深
化
さ
せ
、
フ
レ
イ
ル
予
防
の
普
及
・

啓
発
に
努
め
ま
す
。
現
役
世
代
に
も
健
康

に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
う
き
っ
か
け
づ
く
り

と
し
て
、
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
や
人
間
ド

を
行
い
ま
す
。ま
た
、日
浦
中
央
線

と
平
野
線
の
舗
装
改
良
工
事
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、林
道
で
は
押
谷
線
と
亀

谷
小
石
川
線
の
路
面
改
良
工
事

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
農
道
や
農
作
業
道
で
は
維
持

修
繕
、農
業
用
水
路
の
補
修
、村

単
小
規
模
事
業
に
よ
る
基
盤
整

備
を
引
き
続
き
実
施
、作
業
の
効

率
化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

  

地
域
振
興
課

○
移
住・定
住
促
進
事
業

　
ふ
る
さ
と
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー

事
業
を
本
年
度
も
継
続
実
施
し
、

慢
性
的
な
労
働
力
不
足
の
解
消

を
図
る
と
と
も
に
、関
係
人
口
や

移
住
者
増
加
の
足
掛
か
り
と
し
ま

す
。

　
ま
た
、昨
年
度
か
ら
行
っ
て
い
る

二
地
域
居
住
事
業
も
引
き
続
き

実
施
し
、国
の
進
め
る
地
方
への
人

の
流
れ
を
生
み
出
し
、若
者
の
集

う
村
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　
加
え
て
、雇
用
促
進
奨
励
金
制

度
を
見
直
し
て
、村
内
企
業
への
就

職
の
た
め
の
転
入
を
促
進
し
ま

す
。

○
婚
活
イ
ベ
ン
ト
事
業

　
人
口
減
少
対
策
が
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
い
る
本
村
に
お
い
て
、著

名
な
婚
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
協
力

の
下
、村
内
男
性
と
村
外
女
性
を

対
象
と
し
た
出
会
い・婚
活
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
す
。参
加
男
性
に

は
ト
ー
ク
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
講
座

の
実
施
、美
容
院
で
の
ヘ
ア
カ
ッ
ト

等
の
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
し
、村
内

男
性
の
出
会
い
を
強
力
に
後
押
し

し
て
い
き
ま
す
。

○
お
試
し
滞
在
支
援
事
業

　
本
年
度
か
ら
新
た
に
、一定
期
間

お
試
し
的
に
村
内
で
の
就
業
体
験

や
生
活
体
験
を
行
う
方
を
対
象

に
、交
通
費
や
作
業
着
購
入
、レ
ン

タ
カ
ー
借
上
げ
に
要
す
る
費
用
へ

の
補
助
制
度
を
新
設
し
ま
す
。

　
村
への
移
住
体
験
の
ハ
ー
ド
ル
を

低
く
す
る
こ
と
に
よ
り
、関
係
人

口
の
増
加
や
移
住
者
の
確
保
を
図

り
ま
す
。

○
農
業
振
興

　
生
産
基
盤
の
強
化
に
つ
な
が
る

農
業
用
機
械
購
入
へ
の
補
助
や
ゆ

ず
加
工
品
の
生
産
販
売
の
支
援
、

ス
マ
ー
ト
農
業
の
導
入
等
、農
家
所

得
の
向
上
、農
作
業
効
率
の
向
上

を
図
り
ま
す
。

　
加
え
て
、担
い
手
対
策
と
し
て
、

ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
事
業
や
馬

路
村
援
農
隊
事
業
実
施
と
と
も

に
、村
と
馬
路
村
農
業
協
同
組
合

が
窓
口
と
な
り
、農
家
と
非
農
家

が
マッ
チ
ン
グ
で
き
る
包
括
的
な
取

組
を
継
続
し
ま
す
。

　
鳥
獣
被
害
対
策
で
は
、鳥
獣
被

害
を
抑
え
る
た
め
の
防
護
柵
設
置

への
支
援
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、ウ
サ
ギ
の
大
量
発
生
に

よ
る
被
害
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と

を
受
け
、被
害
に
遭
って
い
る
農
家

の
方
と
狩
猟
者
を
マッ
チ
ン
グ
し
派

遣
す
る「
加
害
鳥
獣
捕
獲
隊
」を

引
き
続
き
実
施
し
、加
害
鳥
獣
の

個
体
数
減
少
を
図
り
ま
す
。

総 

務 

課

健
康
福
祉
課

令和8年度村民一人当たりの一般会計予算額

3，451，007円／人
（25億7100円／２年度国勢調査人口　７４５人）

消
防
費

教
育
費

農
林
水
産
費

商
工
費

災
害
復
旧
事
業
費

土
木
費

総
務
費

民
生
・
衛
生
費

そ
の
他
の
経
費

令 和 7 年 度 末
基金残高見込み

中芸消防署（消防・救急）

農地・道路災害など

農道、林道、村単小規模
など

観光、商工会、納涼祭など

村道、河川管理、
公営住宅など

住民票、戸籍、選挙、統計、
有線放送、交通安全など

保育所、健康診断、
ごみ処理など

議会、借金返済など

一人当たり貯金額

20億6千万円

2，765，101円

令 和 7 年 度 末
地方債残高見込み

一人当たり借金額

25億3千万円

3，395，973円

114，064円

220，996円

6，738円

273，992円

276，589円

295，334円

682，554円

655，424円

925，316円

小中学校、教育委員会

総　額
２，５７１，０００千円

地方交付税
  ９２０，０００

         （３５．７９％） 県支出金ほか
１４６，６１２
（５．７０％）

村債
２１８，９００
（８．５１％）

扶助費
２０，０２１
（０．７８％）

公債費
２９５，４９３
（１１．４９％）　 人件費

　４６０，８１９
（１７．９２％）　

繰出金
７０，０９２
（２．７３％）

  物件費
５３４，９７１
（２０．８１％）

その他
８１２，６７１
（３１．６１％） 

災害復旧
事業費

３７３，４３３
 （１４．５２％）

１３３，４６０
（５．１９％）

諸収入・
その他

１６２，８５９
（６．３３％）

３，５００
（０．１４％）

  ９８９，１６９
（３８．４８％）

普通建設
事業費

村税

国庫支出金

歳入

依存財源
１，４４８，３７1
  （５６．３３％）     自主財源　

 １，１２２，６２９
（４３．６７％）

歳出

投資的経費 
３７６，９３３
（１４．６６％）

経常的経費
２，194，067
（８5.34％）

広報うまじ34８号 ——— （2



ッ
ク
の
費
用
助
成
を
行
う
と
と
も

に
広
報
・
周
知
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、高
断
熱
窓
や
断
熱
材
を

用
い
た
省
エ
ネ
住
宅
への
改
修
に
対

し
て
補
助
を
行
い
、健
康
状
態
の

保
持・増
進
を
図
り
ま
す
。

○
子
育
て
環
境
の
整
備

　
第
3
期
馬
路
村
子
ど
も
子
育

て
支
援
事
業
計
画
に
基
づ
き
、安

心
し
て
妊
娠・出
産
が
で
き
、子
ど

も
が
健
や
か
に
成
長
で
き
る
よ

う
、こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
馬
路

「
つ
ど
マ
ル
」を
中
心
に
、妊
娠
期
か

ら
子
育
て
期
ま
で
の
切
れ
目
の
な

い
総
合
的
な
支
援
体
制
の
強
化
を

図
り
ま
す
。

　
出
産・子
育
て
応
援
給
付
金
や

お
む
つ
等
の
赤
ち
ゃ
ん
用
品
給
付

事
業
に
加
え
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
の
補
助
を
中
学
校
3
年

生
以
下
全
員
に
拡
大
す
る
こ
と

で
、子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担

の
軽
減
に
取
り
組
み
ま
す
。ま
た
、

子
育
て
世
代
が
気
軽
に
相
談
で
き

る
環
境
を
整
備
し
、必
要
な
支
援

に
つ
な
ぐ
伴
走
型
支
援
を
行
い
ま

す
。

  

建
設
課
　

○
道
路
の
基
盤
整
備

　
村
内
で
生
活
を
す
る
た
め
に
は

道
路
の
適
切
な
整
備
が
不
可
欠
で

す
。そ
の
た
め
、村
道
で
は
長
寿
命

化
計
画
に
基
づ
き
、交
通
の
要
と

な
る
橋
梁
及
び
構
造
物
の
補
修
を

引
き
続
き
施
工
し
て
い
き
ま
す
。

本
年
度
は
、螢
篭
橋
の
橋
梁
修
繕

工
事
と
上
坪
地
区
擁
壁
補
強
工
事

令和８年度
一般会計当初予算２５億７１００万円

　本年度の当初予算は2，571，000千円で、
前年度2，600，000千円と比較して29，000千
円（1．1％）の減額となっています。

【歳　入】
　歳入の状況は、依存財源が1，448，371千
円（構成比56．3％）、自主財源は1，122，629千
円（構成比43．7％）となっています。前年度
比では、依存財源で14，379千円の減額、自
主財源で14，621千円の減額となっています。
　地方交付税は、国の地方財政計画に基
づいて推計し、近年の交付実績もふまえ普
通交付税800，000千円、特別交付税120，
000千円を計上しました。基金からの繰入金
は、前年に比べ25，274千円（4．2％）減の577，
309千円としており、うち財政調整基金繰入
金は157，000千円を計上しています。
　今後の財政運営においては、国・県の補
助金・交付金等の特定財源を確保し、交付
税措置のある有利な起債やふるさと応援基
金等の特定目的基金を活用しながら、引き
続き健全で持続可能な財政基盤を堅持す
ることに努めます。

【歳　出】
　性質別にみると、経常的経費は2，194，
067千円で、前年度に比べ71，454千円（3．1
％）の減額となっています。また、投資的経
費については376，933千円で、前年度に比
べて42，454千円（12．7％）の増額となってい
ます。
　目的別では、増額した主な費目は民生費、
衛生費、土木費等であり、減額した主な費
目は総務費、農林水産業費、消防費、教育
費、公債費等となっています。増額の主な
要因は、給料・報酬・期末勤勉手当の改定
や保育所の耐震改修工事や地域福祉計
画の作成費、衛生費では旧清掃センターの
解体に関する費用、土木費では社会資本
整備総合交付金事業や河川の維持改修
工事等によるものです。
　財源が限られた厳しい財政状況ですが、
事業の緊急度や優先度を見極め、効率的
かつ効果的な事業を着実に推進していきま
す。

前
年
当
初
比
　
　
％
減

　
戸
籍
や
住
基
、税
務
、情
報
政
策
、消
防・

防
災
対
策
、財
務
等
自
治
体
と
し
て
の
基

礎
的
な
事
務
を
着
実
に
つ
か
さ
ど
り
つ
つ
、

職
員
の
資
質
向
上
と
適
正
で
効
率
的
な
行

政
運
営
に
努
め
ま
す
。

○
防
災
事
業
の
推
進
　

　
住
宅
の
耐
震
診
断
の
促
進
、避
難
所
用

衛
生
用
品
を
整
備
し
、災
害
に
対
す
る
備

え
を
強
化
し
ま
す
。ま
た
、貯
水
槽
を
整
備

し
、災
害
に
対
す
る
備
え
の
強
化
と
、避
難

所
の
開
設
訓
練
や
資
機
材
の
扱
い
方
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
防
災
訓
練
を
繰
り
返
し
行
う

こ
と
で
、地
域
防
災
力
の
向
上
を
図
り
ま

す
。

　
加
え
て
、自
主
防
災
組
織
等
の
メ
ン
バ
ー

と
と
も
に
地
震
被
災
地
への
視
察
を
行
う
こ

と
で
、防
災
意
識
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
役
場
に
お
い
て
も
、災
害
が
起
き
る
前

に
、あ
ら
か
じ
め
復
興
の
進
め
方
や
村
の
将

来
像
を
決
め
て
お
く
た
め
の
、事
前
復
興
ま

ち
づ
く
り
計
画
の
策
定
に
向
け
、基
本
指
針

《
取
り
組
む
主
な
事
業
》

１．１

　日本経済は、物価上昇を上回る賃上げが広がり、個人消費は持ち直しの動きが続いています。企業においても、省力化投資
や生産性向上に向けた設備投資が堅調に推移しており、デフレ脱却に向けた動きが一段と進んでいます。一方で、人口減少
は加速し、全国的に人材確保競争が激しさを増しており、とりわけ本村のような中山間地域では、労働力の確保が一層困難な
局面に入っています。
　このような状況の中、本村ではこれまでに引き続き「馬路村まち・ひと・しごと創生総合戦略」の4つの柱のもと、魅力的なしごと
をつくる、村外の人 と々のつながりを築き新しい人の流れをつくる、結婚・出産・子育ての希望をかなえる、魅力的な地域をつくる
ことを目標として労働力確保や移住・定住施策を重点的に推進します。あわせて、国や県の政策動向、社会情勢の変化、デジ
タル化の進展などを踏まえつつ、本村の課題に的確に対応し、新たな挑戦や効果的な取組を積極的に展開していきます。

の
作
成
を
行
い
ま
す
。

　
　

　
第
3
期
馬
路
村
地
域
福
祉
計
画
の
基
本

理
念
で
あ
る「
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

健
や
か
な
暮
ら
し
を
生
涯
支
え
る
村
づ
く

り
」の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。多
く
の
村
民

が
当
事
者
意
識
を
持
ち
、多
様
な
人
と
人
、

人
と
資
源
が
世
代
や
分
野
を
越
え
て
つ
な

が
り
、複
雑
化
、多
様
化
す
る
福
祉
課
題
に

対
応
し
な
が
ら
、地
域
を
共
に
創
っ
て
い
く

共
生
社
会
を
目
指
し
ま
す
。

○
健
康
寿
命
の
延
伸

　
各
種
健
診
の
受
診
率
向
上
に
努
め
、糖

尿
病
性
腎
症
対
策
、循
環
器
病
対
策
な
ど

の
保
健
指
導
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　
健
康
寿
命
の
延
伸
に
向
け
、
保
健
事
業

と
介
護
予
防
等
の
一
体
的
実
施
事
業
や
高

齢
者
運
動
機
能
等
向
上
事
業
の
取
り
組
み

を
深
化
さ
せ
、
フ
レ
イ
ル
予
防
の
普
及
・

啓
発
に
努
め
ま
す
。
現
役
世
代
に
も
健
康

に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
う
き
っ
か
け
づ
く
り

と
し
て
、
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
や
人
間
ド

を
行
い
ま
す
。ま
た
、日
浦
中
央
線

と
平
野
線
の
舗
装
改
良
工
事
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、林
道
で
は
押
谷
線
と
亀

谷
小
石
川
線
の
路
面
改
良
工
事

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
農
道
や
農
作
業
道
で
は
維
持

修
繕
、農
業
用
水
路
の
補
修
、村

単
小
規
模
事
業
に
よ
る
基
盤
整

備
を
引
き
続
き
実
施
、作
業
の
効

率
化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

  
地
域
振
興
課

○
移
住・定
住
促
進
事
業

　
ふ
る
さ
と
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー

事
業
を
本
年
度
も
継
続
実
施
し
、

慢
性
的
な
労
働
力
不
足
の
解
消

を
図
る
と
と
も
に
、関
係
人
口
や

移
住
者
増
加
の
足
掛
か
り
と
し
ま

す
。

　
ま
た
、昨
年
度
か
ら
行
っ
て
い
る

二
地
域
居
住
事
業
も
引
き
続
き

実
施
し
、国
の
進
め
る
地
方
への
人

の
流
れ
を
生
み
出
し
、若
者
の
集

う
村
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　
加
え
て
、雇
用
促
進
奨
励
金
制

度
を
見
直
し
て
、村
内
企
業
への
就

職
の
た
め
の
転
入
を
促
進
し
ま

す
。

○
婚
活
イ
ベ
ン
ト
事
業

　
人
口
減
少
対
策
が
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
い
る
本
村
に
お
い
て
、著

名
な
婚
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
協
力

の
下
、村
内
男
性
と
村
外
女
性
を

対
象
と
し
た
出
会
い・婚
活
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
す
。参
加
男
性
に

は
ト
ー
ク
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
講
座

の
実
施
、美
容
院
で
の
ヘ
ア
カ
ッ
ト

等
の
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
し
、村
内

男
性
の
出
会
い
を
強
力
に
後
押
し

し
て
い
き
ま
す
。

○
お
試
し
滞
在
支
援
事
業

　
本
年
度
か
ら
新
た
に
、一定
期
間

お
試
し
的
に
村
内
で
の
就
業
体
験

や
生
活
体
験
を
行
う
方
を
対
象

に
、交
通
費
や
作
業
着
購
入
、レ
ン

タ
カ
ー
借
上
げ
に
要
す
る
費
用
へ

の
補
助
制
度
を
新
設
し
ま
す
。

　
村
への
移
住
体
験
の
ハ
ー
ド
ル
を

低
く
す
る
こ
と
に
よ
り
、関
係
人

口
の
増
加
や
移
住
者
の
確
保
を
図

り
ま
す
。

○
農
業
振
興

　
生
産
基
盤
の
強
化
に
つ
な
が
る

農
業
用
機
械
購
入
へ
の
補
助
や
ゆ

ず
加
工
品
の
生
産
販
売
の
支
援
、

ス
マ
ー
ト
農
業
の
導
入
等
、農
家
所

得
の
向
上
、農
作
業
効
率
の
向
上

を
図
り
ま
す
。

　
加
え
て
、担
い
手
対
策
と
し
て
、

ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
事
業
や
馬

路
村
援
農
隊
事
業
実
施
と
と
も

に
、村
と
馬
路
村
農
業
協
同
組
合

が
窓
口
と
な
り
、農
家
と
非
農
家

が
マッ
チ
ン
グ
で
き
る
包
括
的
な
取

組
を
継
続
し
ま
す
。

　
鳥
獣
被
害
対
策
で
は
、鳥
獣
被

害
を
抑
え
る
た
め
の
防
護
柵
設
置

への
支
援
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、ウ
サ
ギ
の
大
量
発
生
に

よ
る
被
害
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と

を
受
け
、被
害
に
遭
って
い
る
農
家

の
方
と
狩
猟
者
を
マッ
チ
ン
グ
し
派

遣
す
る「
加
害
鳥
獣
捕
獲
隊
」を

引
き
続
き
実
施
し
、加
害
鳥
獣
の

個
体
数
減
少
を
図
り
ま
す
。

総 

務 

課

健
康
福
祉
課

令和8年度村民一人当たりの一般会計予算額

3，451，007円／人
（25億7100円／２年度国勢調査人口　７４５人）

消
防
費

教
育
費

農
林
水
産
費

商
工
費

災
害
復
旧
事
業
費

土
木
費

総
務
費

民
生
・
衛
生
費

そ
の
他
の
経
費

令 和 7 年 度 末
基金残高見込み

中芸消防署（消防・救急）

農地・道路災害など

農道、林道、村単小規模
など

観光、商工会、納涼祭など

村道、河川管理、
公営住宅など

住民票、戸籍、選挙、統計、
有線放送、交通安全など

保育所、健康診断、
ごみ処理など

議会、借金返済など

一人当たり貯金額

20億6千万円

2，765，101円

令 和 7 年 度 末
地方債残高見込み

一人当たり借金額

25億3千万円

3，395，973円

114，064円

220，996円

6，738円

273，992円

276，589円

295，334円

682，554円

655，424円

925，316円

小中学校、教育委員会

総　額
２，５７１，０００千円

地方交付税
  ９２０，０００

         （３５．７９％） 県支出金ほか
１４６，６１２
（５．７０％）

村債
２１８，９００
（８．５１％）

扶助費
２０，０２１
（０．７８％）

公債費
２９５，４９３
（１１．４９％）　 人件費

　４６０，８１９
（１７．９２％）　

繰出金
７０，０９２
（２．７３％）

  物件費
５３４，９７１
（２０．８１％）

その他
８１２，６７１
（３１．６１％） 

災害復旧
事業費

３７３，４３３
 （１４．５２％）

１３３，４６０
（５．１９％）

諸収入・
その他

１６２，８５９
（６．３３％）

３，５００
（０．１４％）

  ９８９，１６９
（３８．４８％）

普通建設
事業費

村税

国庫支出金

歳入

依存財源
１，４４８，３７1
  （５６．３３％）     自主財源　

 １，１２２，６２９
（４３．６７％）

歳出

投資的経費 
３７６，９３３
（１４．６６％）

経常的経費
２，194，067
（８5.34％）
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令
和
７
年
度
、
村
で
は
地
域
の
魅
力

を
発
信
し
、
よ
り
多
く
の
方
に
馬
路
村

を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
人
気

ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
や
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー

プ
を
起
用
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業

を
実
施
し
ま
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

　
今
回
の
事
業
で
は
、鉄
道・交
通
系
ユ
ー

チ
ュ
ー
バ
ー
と
し
て
多
く
の
登
録
者
を
持
つ

西
園
寺
氏
、野
生
食
材
の
採
集・調
理・実

食
を
配
信
す
る
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
の
茸
本
朗

氏
、そ
し
て
人
気
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
の

T
ravis Japan

（
ト
ラ
ビス・
ジ
ャ
パ
ン
）の
ロ

ケ
番
組「T

ravis Japan

ノJust!

シ
ン
日

本
遺
産
」に
ご
協
力
い
た
だ
き
、そ
れ
ぞ
れ

の
動
画
や
番
組
に
お
い
て
馬
路
村
の
魅
力

を
発
信
し
ま
し
た
。

　
動
画
や
番
組
で
は
、実
際
の
ユ
ズ
収
穫

体
験
を
は
じ
め
、村
の
特
産
品
や
自
然
環

境
、観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
地
域
の
暮
ら
し
な
ど

を
取
り
上
げ
て
い
た
だ
き
、普
段
の
観
光

P
R
な
ど
と
は
異
な
る
切
り
口
で
村
の
魅

力
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
動
画
な
ど
の
公
開
後
は
、「
す
て
き
な
場

所
で
旅
行
を
計
画
中
で
す
」、「
動
画
を
見

て
ご
っ
く
ん
注
文
し
ま
し
た
」、「
今
年
の
ふ

る
さ
と
納
税
は
馬
路
村
に
し
ま
し
た
」、

「
村
民
の
方
が
温
か
く
て
す
て
き
な
村
」な

ど
、コ
メ
ン
ト
欄
や
S
N
S
上
で
多
く
の
反

響
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。中
に
は
実
際
に
、

「
動
画
を
見
て
遊
び
に
来
ま
し
た
」と
、役

場
の
窓
口
へ
特
別
村
民
の
登
録
に
来
て
く

だ
さ
っ
た
視
聴
者
の
方
も
い
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、馬
路
村
へ
の
関
心

の
広
が
り
を
感
じ
ら
れ
る
結
果
と
な
り
、

村
の
認
知
度
向
上
に
つ
な
が
る
取
り
組
み

と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
、こ
う
し
た
情
報
発
信
を
通
じ

て
馬
路
村
の
魅
力
を
全
国
に
広
く
伝
え
、

観
光
誘
致
や
特
産
品
の
P
R
だ
け
で
な

く
、関
係
人
口
の
創
出
や
移
住
者
の
確
保

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
２
月
21
日
、
高
知
市
内
に
お
い
て
、
進

学
・
就
職
な
ど
に
よ
り
村
外
へ
転
出
し
た
、

馬
路
村
出
身
の
20
歳
か
ら
34
歳
ま
で
の
若

者
と
、
馬
路
村
在
住
の
若
者
を
対
象
と

し
た
同
窓
会
イ
ベン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
村
内
在
住
者
が
10
人
、
村
外
在
住
者

が
20
人
、
当
時
の
学
校
の
先
生
２
人
の
合

計
32
人
の
参
加
が
あ
り
、
会
場
は
大
い
に

賑
わ
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
参
加
者
同
士
の
自
由
交
流
に

加
え
、
二
つ
の
企
画
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
一
つ
目
は
「
馬
路
村
に
勝
手
に
提
言
タ

イ
ム
」
で
、
若
者
の
率
直
な
視
点
か
ら
、

村
の
未
来
像
や
施
策
に
関
す
る
自
由
提
案

を
行
って
い
た
だ
き
、
行
政
に
と
って
も
新

た
な
気
づ
き
を
得
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
二
つ
目
は
「
馬
路
村
に
関
す
る
ク
イ
ズ

大
会
」
で
す
。
村
の
産
業
・
歴
史
な
ど
に

関
す
る
内
容
を
題
材
と
し
、
参
加
者
の

方
に
は
楽
し
み
な
が
ら
郷
土
理
解
を
深
め

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
イ
ベン
ト
中
は
終
始
、
笑
顔
が
絶
え
ず

楽
し
そ
う
な
雰
囲
気
で
進
行
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
他
の
世
代
の
人
と
話
せ

て
楽
し
かった
」
や
、「
次
回
が
あ
れ
ば
ま
た

参
加
し
た
い
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
、
若
年

層
同
士
の
横
のつ
な
が
り
の
再
形
成
や
郷
土

愛
の
醸
成
等
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
こ
の
取
組
を
継
続
し
発
展

さ
せ
る
た
め
、
企
画
・
運
営
段
階
か
ら
若

者
自
身
に
も
参
画
し
て
い
た
だ
き
、
村
と

若
者
た
ち
が
協
働
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

↑西園寺さんユーチューブ動画サムネイル

↑茸本さんユーチューブ動画サムネイル

馬
路
村
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
ご
紹
介

若

者

同

窓

会

開

催

！

　西園寺さん、茸本さんの動画は、
いつでもユーチューブで視聴が可
能となっていますので、ぜひご覧に
なってください。

↑クイズ大会中の会場の様子

↑最後にみんなで集合写真

○
地
域
お
こ
し
協
力
隊
イ
ン
タ

ー
ン
制
度

　
馬
路
村
農
協
の
営
農
部
門
に
関

す
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い

て
、新
た
に
イ
ン
タ
ー
ン
制
度
を
導

入
し
ま
す
。

　
短
期
間
の
職
業
体
験
を
可
能
に

す
る
こ
と
に
よ
り
参
加
し
や
す
い

環
境
を
整
備
し
、将
来
的
な
移
住

者
の
確
保
を
目
指
し
ま
す
。

○
林
業
振
興

　
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
、

森
林
所
有
者
自
ら
が
森
林
の
適
切

な
経
営
管
理
を
行
え
な
い
場
合

に
、村
や
林
業
事
業
体
に
管
理
を

委
ね
る
か
ど
う
か
の
意
向
調
査
を

行
う
ほ
か
、景
観
維
持
や
災
害
の

防
止
を
目
的
に
里
山
整
備
事
業

を
実
施
し
ま
す
。ま
た
、森
林
経

営
計
画
に
基
づ
き
、黒
松・モッ
ソ
ノ

谷
、明
賀
屋
敷・古
井
落
、夏
尾
南

平・中
ノ
畝
で
間
伐
等
を
行
う
予

定
と
し
て
お
り
、効
率
的
な
森
林

施
業
と
保
護
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、森
林
所
有
者
の
所
得
向
上
に
つ

な
が
る
よ
う
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
担
い
手
の
確
保
対
策
で
は
、林

業
大
学
校
か
ら
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
生
の
受
け
入
れ
や
、就
労
後
5

年
以
内
の
職
員
の
装
備
品
に
要
す

る
経
費
等
に
つ
い
て
継
続
的
に
支

援
を
行
い
、就
業
意
欲
や
定
着
率

の
向
上
を
図
り
ま
す
。

○
観
光・振
興

　
N
H
K
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
で

は
令
和
7
年
度
に
高
知
県
出
身
の

漫
画
家「
や
な
せ
た
か
し
氏
」を
モ

デ
ル
と
し
た「
あ
ん
ぱ
ん
」、令
和

5
年
度
に
植
物
学
者「
牧
野
富
太

郎
博
士
」を
モ
デ
ル
と
し
た「
ら
ん

ま
ん
」と
比
較
的
近
接
し
て
放
映

さ
れ
ま
し
た
。放
映
は
終
了
し
ま

し
た
が
、高
知
県
内
の
関
連
施
設

に
注
目
が
集
ま
り
ま
し
た
。こ
の

機
会
を
逃
す
こ
と
な
く
、県
内
周

遊
に
よ
る
誘
客
を
図
る
た
め
、村

内
観
光
施
設
や
関
係
団
体
等
と
の

意
見
交
換
を
積
極
的
に
行
い
、県
へ

の
要
望
や
支
援
に
つ
な
げ
、村
全
体

で
観
光
促
進
を
図
って
い
き
ま
す
。

　
市
場
規
模
が
年
々
拡
大
し
て
い

る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
つい
て
も
、引
き

続
き
誘
客
の
強
化
を
行
い
、本
村

の
新
た
な
観
光
客
層
と
し
て
確
立

す
る
た
め
、受
入
体
制
の
整
備
や

広
域
Q
R
ガ
イ
ド
マッ
プ
の
活
用
、

S
N
S
を
活
用
し
た
情
報
発
信

を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、令
和
7
年
度
に
は
、高
知

県
の
漁
業
調
整
規
則
が
改
正
さ
れ

た
こ
と
を
受
け
、本
村
で
も
奈
半

利
川
水
系
の
西
川
に
お
い
て
ア
メ
ゴ

漁
が
10
月
1
日
か
ら
翌
年
2
月

末
ま
で
の
間
も
通
常
の
遊
漁
と
し

て
、キ
ャッ
チ
＆
リ
リ
ー
ス
に
よ
る
釣

り
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。年
間
を
通
し
て
ア
メ
ゴ
釣
り
が

楽
し
め
る
よ
う
に
な
り
、魅
力
あ

る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
コ
ン
テ
ン
ツ
と
な

る
よ
う
に
、フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル

ド
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
、漁

場
環
境
の
整
備
や
資
源
管
理
を
強

化
し
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
の
H
P
内

に
、村
歩
き
マ
ッ
プ
を
整
備
し
ま

す
。主
要
な
施
設
だ
け
で
な
く
、

景
観
の
良
い
ス
ポ
ッ
ト
等
も
登
録

す
る
こ
と
で
、村
の
散
策
自
体
を
コ

ン
テ
ン
ツ
と
し
て
楽
し
め
る
ツ
ー
ル

と
し
ま
す
。

○
商
工
振
興

　
村
内
事
業
者
の
事
業
承
継
に
つ

い
て
、令
和
7
年
度
か
ら
補
助
を
行

って
い
ま
す
。事
業
の
買
収
に
か
か

る
費
用
や
、必
要
な
技
術
を
習
得

す
る
た
め
の
研
修
、承
継
後
の
取
組

に
必
要
な
経
費
を
支
援
す
る
こ
と

で
、村
内
事
業
の
維
持・振
興
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

○
ふ
る
さ
と
納
税

　
ふ
る
さ
と
納
税
は
村
財
政
の
貴

重
な
財
源
で
あ
る
と
と
も
に
、村

内
事
業
者
の
売
上
向
上
に
も
つ
な

が
る
重
要
な
施
策
と
な
っ
て
い
ま

す
。令
和
7
年
度
の
納
税
額
は
過

去
最
高
額
と
な
る
2
億
9
千
万

円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。昨
年
度

新
た
に
、寄
附
金
の
使
途
を
寄
附

者
に
明
確
に
提
示
す
る
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
ふ
る
さ
と
納
税

を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、目
標
を
上

回
る
寄
附
が
集
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、

本
年
度
も
引
き
続
き
実
施
す
る

予
定
で
す
。寄
附
者
か
ら
応
援
し

た
い
と
思
って
い
た
だ
け
る
よ
う
な

魅
力
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
企
画・

提
案
を
行
い
、寄
附
金
の
獲
得
を

目
指
し
ま
す
。　
　

○
交
流
人
口
創
出

　
本
村
の
交
流
人
口
を
拡
大
し
、地

域
活
性
化
を
図
る
た
め
、昨
年
度
は

高
知
市
内
で「
ど
っぷ
り
！
馬
路
村

P
o
p 

u
p 

F
e
s
t
a
」を
開

催
し
、お
子
さ
ま
連
れ
の
ご
家
族

を
中
心
に
、馬
路
村
の
魅
力
を
発

信
し
ま
し
た
。本
年
度
も
馬
路
村

の
魅
力
に
触
れ
て
も
ら
え
る
イ
ベン

ト
を
企
画・検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。来
村
に
つ
な
が
る
よ
う
な
工

夫
も
し
な
が
ら
更
な
る
フ
ァ
ン
の
獲

得
に
努
め
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
主
に
観
光
情
報
な
ど

を
発
信
し
て
き
た
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

ア
カ
ウ
ン
ト「U

M
A
JI 
journal

」

に
つい
て
は
、効
果
検
証
及
び
効
果

促
進
施
策
を
行
い
、ブ
ラ
ッ
シ
ュア
ッ

プ
を
図
り
ま
す
。

 

教
育
委
員
会

○
社
会
教
育

　
個
人
の
資
質
や
能
力
を
高
め
、

地
域
活
動
に
生
か
す
人
づ
く
り
、

地
域
の
課
題
解
決
や
活
性
化
に
つ

な
が
る
地
域
づ
く
り
、ま
た
そ
れ

ら
活
動
か
ら
住
民
間
に
生
ま
れ
る

つ
な
が
り
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

集
会
セ
ン
タ
ー
う
ま
な
び
を
中
心

に
事
業
を
展
開
し
ま
す
。そ
の
施

策
と
し
て
、人
生
を
豊
か
に
す
る

た
め
に
読
書
人
口
の
増
加
、文
化

活
動
の
支
援
、ニ
ー
ズ
に
応
じ
楽
し

く
学
べ
る
講
座
の
開
設
、青
少
年
の

た
め
の
体
験
活
動
、歴
史
伝
統
文

化
の
保
存・継
承
な
ど
に
取
り
組
み

ま
す
。

　
ま
た
、子
ど
も
か
ら
若
年
層
を

中
心
に
多
文
化
共
生
の
推
進
を
図

る
た
め
、国
際
交
流
事
業
に
も
取

り
組
み
ま
す
。

○
社
会
体
育

　
地
域
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、健
康

増
進
や
地
域
活
性
化
、世
代
間
交

流
の
場
の
創
出
な
ど
を
図
る
た
め
、

引
き
続
き
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
開

催
への
支
援
、実
施
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、よ
り
一
層
の
地
域
ス
ポ
ー

ツ
活
動
の
推
進
を
目
指
し
、子
ど

も
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
や
夢
に
向
か

う
活
動
な
ど
の
意
識
醸
成
を
図
る

た
め
、講
演
会
の
開
催
を
予
定
し

て
い
ま
す
。　

○
学
校
教
育

　
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ

り
整
備
し
た
一
人
一
台
端
末
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
機
器
更
新
を
行
い
、
子

ど
も
た
ち
の
可
能
性
を
引
き
出
す

個
別
最
適
な
学
び
と
協
働
的
な
学

び
を
実
現
し
、
学
び
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

　
ま
た
、地
域
の
特
性
を
生
か
し
た

学
校
づ
く
り
や
、課
題
解
決
に
向

け
、地
域
と
学
校
が
一
体
と
な
り
、

村
全
体
で
未
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
を
育
ん
で
い
け
る
よ
う
、自
立
的・

継
続
的
な
地
域
社
会
の
実
現
を
目

指
し
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
学
校
、家

庭
、地
域
が
連
携・協
働
し
、活
動

を
行
う
こ
と
で
、学
校
を
核
と
し
た

地
域
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
学
校
給
食
費
で
は
、国
の
抜
本

的
負
担
軽
減
策
に
よ
り
、小
学
校

の
給
食
費
に
交
付
金
を
充
当
し
ま

す
。ま
た
村
で
は
国
の
基
準
額
を

超
え
る
額
や
中
学
校
の
給
食
費
も

保
護
者
負
担
を
ゼ
ロ
と
し
、子
育

て
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。
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1 区 2 区 3 区 4 区 5 区

総合記録
村民運動場 農協本所 相名会館 熊野神社 旧相名会館跡
～農協本所 ～相名会館 ～熊野神社 ～旧相名会館跡 ～村民運動場

1 .３km 2 .０km １ .３km １ .７km ２ .６km
順位 チーム名 総合記録

1 馬路スポーツ少年団Ａ 36:48
上治　大耕 山田　遥馬 上治　謙心 松本晴琉樹 芝　　　光

（5）　05：20（1）　07：55（3）　05：33（3）　07：07（5）　10：53
（2）　13：15（2）　18：48（2）　25：55（1）　36：48

2 エコアス馬路村 36:59
西岡　大貴 堀川　季樹 上治　純平 堺野　光希 今西　悠人

（10） 05：46（11） 09：18（4）　05：36（2）　06：47（3）　09：32
（10） 15：04（6）　20：40（4）　27：27（2）　36：59

3 農協ごっくんチーム 37:03
木下　彰二 小松　良太 乾　まりの 長野　桃太 中島　初史

（1）　04：41（2）　08：05（1）　05：27（5）　07：21（8）　11：29
（1）　12：46（1）　18：13（1）　25：34（3）　37：03

4 全力界隈 38:53
牛窓　環菜 上治　愛璃 乾　　凛花 上治　桜々 伊場　瑛斗

（7）　05：33（3）　08：30（6）　05：46（11） 08：13（4）　10：51
（5）　14：03（4）　19：49（6）　28：02（4）　38：53

5 まくり大作戦 38:57
木下　鉄人 三谷稼頭成 小松　わと 植田　泰一 ヒパンゴ　ウィレム

（2）　04：59（5）　08：50（7）　06：09（7）　07：40（7）　11：19
（3）　13：49（5）　19：58（5）　27：38（5）　38：57

6 馬路体育会野球部 39:06
木下　慎也 笹岡　夢珠 川本　　将 湯浅　大雅 宮口　大登

（3）　05：02（7）　08：56（5）　05：43（3）　07：07（11） 12：18
（4）　13：58（3）　19：41（3）　26：48（6）　39：06

7 魚梁瀬小中学校 39:53
浜田　結衣 近藤　柊斗 浜田　結愛 林　　航平 岡﨑咲由梨

（8）　05：41（9）　09：05（12） 07：46（1）　06：10（6）　11：11
（8）　14：46（11） 22：32（7）　28：42（7）　39：53

8 馬路スポーツ少年団Ｃ 41:31
芝　　月実 武本　紘誠 上治　穂希 木下　魁人 木下　歌乃

（6）　05：24（10） 09：13（10） 06：54（9）　07：52（10） 12：08
（7）　14：37（7）　21：31（8）　29：23（8）　41：31

9 役場 41:38
笹岡　英珠 片岡　二郎 門田　拓也 森　　太介 川谷　風綺

（4）　05：08（8）　09：00（13） 07：56（6）　07：34（9）　12：00
（6）　14：08（8）　22：04（9）　29：38（9）　41：38

10 馬路スポーツ少年団Ｂ 42:46
川谷　優空 太細　佳輝 川谷　綾空 安養寺陸稲 安養寺桜音

（11） 05：56（5）　08：50 （11）07：22 （8）　07：46（12） 12：52
（8）　14：46（9）　22：08 （10）29：54 （10） 42：46

11 うまむすめとうまむすこ 44:05
長野　　晴 長野　まる 和田旺志郎 長野　　天 田中　梛奈

（9）　05：45（12） 10：14（8）　06：14（12） 08：24 （13）13：28
（11） 15：59（10） 22：13（11） 30：37 （11）44：05

12 目標：Ａ日程合格 44:18
上治　桃々 山中瑠希乎 芝　陽菜実 牛窓　莉子 乾　　颯太

（12） 07：42（13） 10：23（9）　06：37（13） 10：06（2）　09：30
（12） 18：05（12） 24：42（12） 34：48（12） 44：18

13 馬路Ｚ軍団 46:50
大﨑　　湊 小松　時生 笹岡　　晟 千葉　悠翔 小松　太緒

（13） 15：08（4）　08：36（2）　05：32（10） 08：05（1）　09：29
（13） 23：44（13） 29：16（13） 37：21（13） 46：50

　
令
和
７
年
度
、
村
で
は
地
域
の
魅
力

を
発
信
し
、
よ
り
多
く
の
方
に
馬
路
村

を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
人
気

ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
や
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー

プ
を
起
用
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業

を
実
施
し
ま
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

　
今
回
の
事
業
で
は
、鉄
道・交
通
系
ユ
ー

チ
ュ
ー
バ
ー
と
し
て
多
く
の
登
録
者
を
持
つ

西
園
寺
氏
、野
生
食
材
の
採
集・調
理・実

食
を
配
信
す
る
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
の
茸
本
朗

氏
、そ
し
て
人
気
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
の

T
ravis Japan

（
ト
ラ
ビス・
ジ
ャ
パ
ン
）の
ロ

ケ
番
組「T

ravis Japan

ノJust!

シ
ン
日

本
遺
産
」に
ご
協
力
い
た
だ
き
、そ
れ
ぞ
れ

の
動
画
や
番
組
に
お
い
て
馬
路
村
の
魅
力

を
発
信
し
ま
し
た
。

　
動
画
や
番
組
で
は
、実
際
の
ユ
ズ
収
穫

体
験
を
は
じ
め
、村
の
特
産
品
や
自
然
環

境
、観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
地
域
の
暮
ら
し
な
ど

を
取
り
上
げ
て
い
た
だ
き
、普
段
の
観
光

P
R
な
ど
と
は
異
な
る
切
り
口
で
村
の
魅

力
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
動
画
な
ど
の
公
開
後
は
、「
す
て
き
な
場

所
で
旅
行
を
計
画
中
で
す
」、「
動
画
を
見

て
ご
っ
く
ん
注
文
し
ま
し
た
」、「
今
年
の
ふ

る
さ
と
納
税
は
馬
路
村
に
し
ま
し
た
」、

「
村
民
の
方
が
温
か
く
て
す
て
き
な
村
」な

ど
、コ
メ
ン
ト
欄
や
S
N
S
上
で
多
く
の
反

響
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。中
に
は
実
際
に
、

「
動
画
を
見
て
遊
び
に
来
ま
し
た
」と
、役

場
の
窓
口
へ
特
別
村
民
の
登
録
に
来
て
く

だ
さ
っ
た
視
聴
者
の
方
も
い
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、馬
路
村
へ
の
関
心

の
広
が
り
を
感
じ
ら
れ
る
結
果
と
な
り
、

村
の
認
知
度
向
上
に
つ
な
が
る
取
り
組
み

と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
、こ
う
し
た
情
報
発
信
を
通
じ

て
馬
路
村
の
魅
力
を
全
国
に
広
く
伝
え
、

観
光
誘
致
や
特
産
品
の
P
R
だ
け
で
な

く
、関
係
人
口
の
創
出
や
移
住
者
の
確
保

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
２
月
21
日
、
高
知
市
内
に
お
い
て
、
進

学
・
就
職
な
ど
に
よ
り
村
外
へ
転
出
し
た
、

馬
路
村
出
身
の
20
歳
か
ら
34
歳
ま
で
の
若

者
と
、
馬
路
村
在
住
の
若
者
を
対
象
と

し
た
同
窓
会
イ
ベン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
村
内
在
住
者
が
10
人
、
村
外
在
住
者

が
20
人
、
当
時
の
学
校
の
先
生
２
人
の
合

計
32
人
の
参
加
が
あ
り
、
会
場
は
大
い
に

賑
わ
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
参
加
者
同
士
の
自
由
交
流
に

加
え
、
二
つ
の
企
画
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
一
つ
目
は
「
馬
路
村
に
勝
手
に
提
言
タ

イ
ム
」
で
、
若
者
の
率
直
な
視
点
か
ら
、

村
の
未
来
像
や
施
策
に
関
す
る
自
由
提
案

を
行
って
い
た
だ
き
、
行
政
に
と
って
も
新

た
な
気
づ
き
を
得
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
二
つ
目
は
「
馬
路
村
に
関
す
る
ク
イ
ズ

大
会
」
で
す
。
村
の
産
業
・
歴
史
な
ど
に

関
す
る
内
容
を
題
材
と
し
、
参
加
者
の

方
に
は
楽
し
み
な
が
ら
郷
土
理
解
を
深
め

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
イ
ベン
ト
中
は
終
始
、
笑
顔
が
絶
え
ず

楽
し
そ
う
な
雰
囲
気
で
進
行
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
他
の
世
代
の
人
と
話
せ

て
楽
し
かった
」
や
、「
次
回
が
あ
れ
ば
ま
た

参
加
し
た
い
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
、
若
年

層
同
士
の
横
のつ
な
が
り
の
再
形
成
や
郷
土

愛
の
醸
成
等
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
こ
の
取
組
を
継
続
し
発
展

さ
せ
る
た
め
、
企
画
・
運
営
段
階
か
ら
若

者
自
身
に
も
参
画
し
て
い
た
だ
き
、
村
と

若
者
た
ち
が
協
働
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

↑西園寺さんユーチューブ動画サムネイル

↑茸本さんユーチューブ動画サムネイル

馬
路
村
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
ご
紹
介

若

者

同

窓

会

開

催

！

　西園寺さん、茸本さんの動画は、
いつでもユーチューブで視聴が可
能となっていますので、ぜひご覧に
なってください。

↑クイズ大会中の会場の様子

↑最後にみんなで集合写真
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第44回 馬路村内芸能発表会開催第44回 馬路村内芸能発表会開催

　文化活動の成果発表の場、鑑賞の場として、第44回
村内芸能発表会が馬路村集会センターうまなびで開
催され、ムーンライト（大正琴）、レア・レア・フラうまじ（フラ
ダンス）、馬路太極拳クラブ（太極拳）の3団体、7演目の
発表が行われました。
　会場には61人の方が来場し、演目が終わるごとにあ
たたかな拍手に包まれて、大いに盛り上がりました。
　教室生の皆さんは、この日のために練習を重ねてき
た成果を存分に発揮し、やや緊張気味な表情の中にも
楽しさが感じられました。
　その後、スぺシャルゲストとして、神奈川県からピアノ
デュオ「デュエットゥかなえ＆ゆかり」、バレエダンサーの
「大嶋くらら」さんをお招きし、ミニコンサートも開催され
ました。卓越したピアノ連弾や、バレエショーに来場者は
魅了されました。

　さて、本年度は全国規模での文化の祭典『国民文化祭』が『よさこい高知文化祭2026』と銘打ち、『心踊る、文化
咲く』をキャッチフレーズに令和8年10月25日から12月6日まで開催されます。期間中、村では「第54回馬路村文化
祭」、「第18回ゆずはじまる祭り」を予定しており、県内でも数多くの芸術文化の催しが開催されますので観覧者、出
展者としてぜひご参加ください。
　※馬路村文化協会では新規会員を募集しています。大正琴、フラダンス、太極拳、ピラティス、硬筆、書道、コー
ラス､押し花教室の 8団体が現在活動しており、文化祭や芸能発表会を開催して、日々の活動の成果を披露したり、
県内の他団体と交流したり、研修会参加もあります。
　詳しくは馬路村文化協会事務局（馬路村教育委員会）までお問い合わせください。

【馬路村教育委員会　℡（8）44－2216】

2月1日
（日）
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　3
月
18
日（
水
）馬
路
村

集
会
セ
ン
タ
ー
う
ま
な
び
大

ホ
ー
ル
に
て
、特
定
非
営
利

活
動
法
人
ピ
ー
ス
ウ
ィ
ン
ズ・

ジ
ャ
パ
ン
と
の
災
害
等
緊
急

時
に
お
け
る
支
援
協
力
に
関

す
る
協
定
締
結
式
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

●
特
定
非
営
利
活
動
法
人

ピ
ー
ス
ウ
ィ
ン
ズ
・
ジ
ャ
パ
ン

に
つ
い
て

　ピ
ー
ス
ウ
ィ
ン
ズ・ジ
ャ
パ
ン

は
、国
内
外
で
自
然
災
害
、あ

る
い
は
紛
争
や
貧
困
な
ど
人

為
的
な
要
因
に
よ
る
人
道
危

機
や
生
活
の
危
機
に
さ
ら
さ

れ
た
人
々
を
支
援
す
る
認
定

N
P
O
法
人
で
、1
9
9
6

年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ

ま
で
に
世
界
33
か
国
で
活
動

さ
れ
て
お
り
、さ
ま
ざ
ま
な
活

動
の
中
の一つ
に「
空
飛
ぶ
捜
索

医
療
団
A
R
R
O
W
S
」と

い
う
緊
急
災
害
支
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
あ
り
、大
規
模
災
害
の

被
災
地
に
い
ち
早
く
駆
け
付

け
、救
助・救
命
活
動
な
ど
の

医
療
を
軸
と
し
た
災
害
緊
急

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　特
徴
と
し
て
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

な
ど
の
航
空
機
お
よ
び
災
害

医
療
船
を
運
用
し
て
お
り
、

陸
路
で
の
現
地
到
着
が
困
難

な
災
害
現
場
に
い
ち
早
く
駆

け
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。支
援
隊
員
の
移
動
に
限

ら
ず
、患
者
搬
送
、物
資
の
運

搬
、孤
立
集
落
の
調
査
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
用
途
で
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、社
会
問
題
の
解
決

を
目
的
と
し
た
活
動
に
も
力

を
入
れ
て
お
り
、地
域
活
性

化
や
犬・猫
の
殺
処
分
ゼ
ロ
を

目
指
し
た
動
物
の
保
護
・
譲

渡
活
動
な
ど
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　高
知
県
内
で
は
、県
や
高

知
市
、田
野
町
な
ど
が
協
定

を
締
結
し
て
い
ま
す
。

●
協
定
内
容

　災
害
時
に
限
ら
ず
、平
常

時
か
ら
大
規
模
災
害
に
備
え

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
村

と
ピ
ー
ス
ウ
ィ
ン
ズ・ジ
ャ
パ
ン

が
協
力
し
て
取
り
組
む
協
定

で
す
。

【
災
害
時
】

　医
療
活
動
や
情
報
収
集
、

避
難
所
運
営
支
援
、人
員
・

救
援
物
資
等
の
輸
送
な
ど
緊

急
時
の
み
だ
け
で
な
く
、中
・

長
期
的
な
支
援

【
平
常
時
】

　防
災
訓
練
へ
の
協
力
や
小・

中
学
校
へ
の
防
災
教
育

　
　

　本
村
は
南
海
ト
ラ
フ
地
震

等
の
大
規
模
災
害
時
に
孤
立

す
る
可
能
性
が
非
常
に
高
く
、

D
M
A
T
等
災
害
支
援
チ
ー

ム
は
陸
路
移
動
が
困
難
な
場

合
、支
援
に
入
れ
な
い
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。ピ
ー
ス
ウ
ィ
ン

ズ・ジ
ャ
パ
ン
は
航
空
機
を
所
有

し
て
お
り
空
路
か
ら
の
支
援

が
可
能
で
あ
り
、急
性
期
の
支

援
だ
け
で
な
く
長
期
的
な
支

援
も
可
能
な
団
体
で
す
。今

後
は
、医
療
救
護
所
や
避
難

所
の
訓
練
等
を
通
し
て
馬
路

村
の
事
を
知
っ
て
も
ら
い
、有

事
の
際
の
支
援
協
力
に
つ
な
げ

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

空飛ぶ捜索医療団 ARROWS

特定非営利活動法人ピースウィンズ・ジャパンとの
災害等緊急時における支援協力に関する協定締結
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3
月
定
例
会

　令和８年３月定例会は、３月３日から６日までの４日間の会期で開催された。
　３日は、定例監査報告並びに特別監査報告などの諸般の報告に続いて、令和
７年度補正予算５議案を審議、可決した後、１６議案の提案説明が行われた。
　４日は議案精査のため休会。
　５日は５氏が一般質問を行った後、特別監査の再報告、議案の審議・採決を
行い、議案９件、当初予算７件を可決し、会期を１日繰り上げて閉会した。

第184号

　

一
般
質
問
に
は
、
5
氏
が
立

ち
、
次
の
と
お
り
質
問
を
行った
。

（
質
問
趣
旨
、
執
行
部
答
弁
要
旨
）

近
い
将
来
必
ず
発
生
す
る
と

さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対

策
に
つ
い
て

　
問　
大
地
震
の
予
測
や
能
登
半

島
地
震
な
ど
の
教
訓
を
基
に
、

本
村
に
お
い
て
も
巨
大
地
震
対

策
と
備
え
を
重
点
施
策
と
し
て

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
人
命
を
守
る
た
め
に
家
の

耐
震
化
を
行
う
と
と
も
に
、
家

の
下
敷
き
な
ど
直
接
死
よ
り
も

は
る
か
に
多
い
関
連
死
を
防
ぐ

た
め
に
、
避
難
所
ま
で
の
道
路

の
安
全
確
保
と
電
気
・
水
道
・

通
信
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

地
震
対
策
を
行
い
、
災
害
弱
者

へ
の
避
難
支
援
と
安
心
な
避
難

所
整
備
な
ど
の
対
策
が
重
要
な

教
訓
と
さ
れ
て
い
る
。

　

村
が
把
握
し
て
い
る
耐
震
化

さ
れ
た
家
は
何
戸
あ
る
の
か
。

地
震
に
よ
る
家
の
倒
壊
な
ど
に

よ
る
災
害
直
接
死
を
防
ぐ
た
め

の
家
の
耐
震
工
事
に
つ
い
て
、

周
知
と
推
進
を
強
く
行
う
べ
き

で
あ
る
。
災
害
関
連
死
を
防
ぐ

た
め
の
災
害
弱
者
へ
の
避
難
支

岡
田
元
生
　
議
員

令和８年 第３回  定例会で議決された議案などの賛否一覧表　　○：賛成　×：反対　欠：欠席　—：議長
岡
田
元
生

枦
山
民
夫

山
中　

隆

皆
津
由
理

吉
松
正
博

岩
城
勝
則

小
松　

博

五
味
隆
仁

結
果

議案第１号 令和７年度馬路村一般会計補正予算（第６号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可
決

議案第２号 令和７年度馬路村国民健康保険特別会計補正予算（第３号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可
決

議案第３号 令和７年度馬路村診療所特別会計補正予算（第４号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可
決

議案第４号 令和７年度馬路村介護サービス特別会計補正予算（第２号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可
決

議案第５号 令和７年度馬路村小水力発電特別会計補正予算（第２号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可
決

議案第６号 馬路村過疎地域持続的発展計画について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可
決

議案第７号 魚梁瀬森林鉄道の指定管理者の指定について × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可
決

議案第８号 馬路村魚梁瀬杉の家の指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可
決

議案第９号 馬路村特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可
決

議案第10号 馬路村乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可
決

議案第11号 馬路村立保育所の設置及び管理運営に関する条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可
決

議案第12号 馬路村国民健康保険税条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可
決

議案第13号 馬路村議会議員及び馬路村長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可
決

議案第14号 魚梁瀬森林公園の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可
決

議案第15号 令和８年度馬路村一般会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可
決

議案第16号 令和８年度馬路村国民健康保険特別会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可
決

議案第17号 令和８年度馬路村診療所特別会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可
決

議案第18号 令和８年度馬路村介護サービス特別会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可
決

議案第19号 令和８年度馬路村後期高齢者医療特別会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可
決

議案第20号 令和８年度馬路村小水力発電特別会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可
決

議案第21号 令和８年度馬路村簡易水道事業会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可
決

一
般

質
問

編集・発行
馬路村議会
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援
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
対
策
や
安

全
で
安
心
な
避
難
対
策
な
ど
、

教
訓
を
生
か
し
た
地
域
防
災
計

画
の
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
耐
震
化
の
補
助
対
象

は
昭
和
56
年
以
前
に
建
築
さ
れ

た
住
宅
と
さ
れ
て
い
る
が
、
昭

和
56
年
に
建
築
基
準
法
の
改
正

が
さ
れ
、
こ
れ
以
後
の
建
築
は

こ
の
耐
震
基
準
を
満
た
す
義
務

が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
都
市

や
市
街
密
集
地
で
な
い
所
で
は

建
築
確
認
が
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ

て
い
な
い
た
め
、
法
は
全
く
無

視
さ
れ
て
建
築
さ
れ
て
き
て
い

る
。
耐
震
性
能
は
、
昭
和
56
年

建
築
以
前
と
同
様
で
あ
る
こ
と

に
加
え
、
こ
の
時
期
あ
た
り
か

ら
ほ
と
ん
ど
の
家
が
二
階
建
て

住
宅
に
変
わ
っ
て
き
て
お
り
、

新
し
く
て
も
耐
震
診
断
を
行
い

耐
震
改
修
も
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
る
。
能
登
の
教
訓

で
も
多
く
の
家
が
倒
壊
し
、
避

難
所
や
災
害
住
宅
で
の
生
活
が

長
期
化
し
た
こ
と
に
よ
り
、
多

く
の
住
民
が
転
出
し
、
復
興
に

あ
た
る
職
員
の
退
職
が
多
く
あ

っ
た
こ
と
な
ど
は
報
道
さ
れ
て

い
る
。

　

村
に
お
い
て
も
、
耐
震
性
の

な
い
全
住
宅
に
対
す
る
耐
震
診

断
と
耐
震
改
修
補
助
に
よ
る
命

を
守
れ
る
備
え
の
充
実
と
周
知

の
推
進
に
つ
い
て
問
う
。

答
　（
村
長
）

　

能
登
半
島
地
震
の
教
訓
か
ら

も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
大
規
模

災
害
時
に
は
行
政
も
被
災
し
、

迅
速
な
支
援
が
困
難
と
な
る
た

め
、
地
域
で
命
を
守
る
と
い
う

自
助
・
共
助
の
力
を
高
め
る
こ

と
が
大
変
重
要
で
あ
る
。
そ
の

中
で
も
、
住
宅
の
耐
震
化
は
最

も
基
本
的
な
対
策
で
あ
る
。
本

村
の
住
宅
の
耐
震
化
状
況
は
、

平
成
15
年
か
ら
令
和
6
年
度
末

ま
で
に
耐
震
診
断
が
84
件
、
耐

震
改
修
設
計
が
40
件
、
耐
震
改

修
工
事
を
31
件
実
施
し
て
い

る
。
広
報
や
事
業
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
、
防
災
訓
練
な
ど
で
周
知
を

続
け
た
結
果
、
令
和
7
年
度
は

例
年
以
上
の
要
望
が
寄
せ
ら

れ
、
実
施
待
ち
の
状
況
で
あ
る
。

耐
震
化
事
業
は
国
県
の
補
助
制

度
を
活
用
す
る
た
め
、
住
民
の

要
望
を
受
け
て
か
ら
採
択
に
時

間
を
要
し
て
い
る
の
で
、
で
き

る
限
り
早
期
の
相
談
を
お
願
い

す
る
。

　

耐
震
診
断
の
補
助
事
業
に
つ

い
て
は
、
国
県
で
は
昭
和
56
年

以
前
の
建
物
を
対
象
と
し
て
い

る
が
、
村
は
昭
和
56
年
6
月
以

降
に
建
築
さ
れ
た
家
屋
も
、
令

和
7
年
度
か
ら
耐
震
診
断
の
対

象
と
し
て
い
る
。
ぜ
ひ
耐
震
診

断
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

災
害
関
連
死
は
、
避
難
者
生

活
の
疲
労
や
ス
ト
レ
ス
、
医
療

体
制
の
崩
壊
や
持
病
の
悪
化
な

ど
間
接
的
な
要
因
で
発
生
し
、

高
齢
者
に
多
い
と
さ
れ
る
。
そ

の
対
策
の
一
つ
で
、
医
療
班
や

航
空
機
、
医
療
船
を
持
つ
「
特

定
非
営
利
活
動
法
人
ピ
ー
ス
ウ

ィ
ン
ズ
・
ジ
ャ
パ
ン
」
と
連
携

協
定
締
結
を
予
定
し
て
い
る
。

大
規
模
災
害
時
に
孤
立
す
る
可

能
性
が
高
い
本
村
で
は
、
医
療

や
レ
ス
キ
ュ
ー
、
避
難
所
支
援

な
ど
避
難
者
等
へ
の
中
長
期
的

支
援
の
確
保
に
つ
な
が
る
と
期

待
し
て
い
る
。
国
の
防
災
基
本

計
画
で
も
避
難
所
で
の
ト
イ

レ
、
キ
ッ
チ
ン
、
ベ
ッ
ド
の
早

期
確
保
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

村
も
浄
水
器
や
災
害
用
ト
イ
レ

の
整
備
、
防
災
食
の
献
立
表
作

成
な
ど
避
難
生
活
の
改
善
に
取

り
組
み
、
避
難
所
開
設
訓
練
を

行
う
な
ど
啓
発
に
努
め
て
い

る
。

　

大
規
模
災
害
時
に
は
行
政
職

員
も
被
災
し
公
的
支
援
が
遅
れ

る
可
能
性
が
あ
る
。
過
去
の
災

害
で
も
多
く
の
命
を
守
っ
た
の

は
自
助
・
共
助
で
あ
り
、
地
域

の
防
災
力
を
高
め
る
こ
と
が
最

も
重
要
で
あ
る
。
村
で
は
、
要

配
慮
者
の
個
別
避
難
計
画
を
作

成
し
、
同
意
を
得
た
上
で
地
区

と
共
有
を
し
て
い
る
。
早
期
救

助
や
安
否
確
認
の
円
滑
化
、
被

害
軽
減
に
向
け
て
自
主
防
災
組

織
を
中
心
に
地
区
単
位
の
訓
練

を
実
施
し
、
顔
の
見
え
る
関
係

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

　

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
は
、

国
や
県
の
改
訂
に
準
じ
て
、
村

も
適
宜
改
訂
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
村
の
行
方
（
農
業
振
興
）
に

つ
い
て

問　
本
村
の
柱
で
あ
る
ゆ
ず
は
、

高
齢
化
と
人
口
減
少
に
よ
り
、

生
産
者
も
少
な
く
な
り
面
積
も

減
少
し
て
い
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト

に
よ
る
対
策
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。
今
対
策
を
講
じ
な
け

れ
ば
、
将
来
が
危
惧
さ
れ
る
。

稲
作
も
減
少
の
一
途
で
あ
る
が
、

考
え
を
問
う
。

答
（
村
長
）

　

ゆ
ず
生
産
者
の
高
齢
化
に
よ

り
、
今
後
の
生
産
が
懸
念
さ
れ

る
。
家
族
内
や
親
族
間
で
生
産

を
引
き
継
い
で
い
る
事
例
も
あ

る
が
、
今
後
は
村
外
出
身
者
の

方
へ
の
引
き
継
ぎ
も
定
住
促
進

の
観
点
か
ら
も
必
要
で
あ
る
。

　

農
地
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
た
め

に
実
施
し
た
農
地
活
用
意
向
調

査
（
ア
ン
ケ
ー
ト
）
は
、
現
行

の
ゆ
ず
農
家
と
村
内
就
業
者
を

対
象
と
し
て
、
令
和
6
年
に
村

と
馬
路
村
農
業
協
同
組
合
の
合

同
で
行
っ
た
。
こ
の
結
果
、「
農

地
を
貸
し
た
い
、
売
り
た
い
」

「
継
続
は
困
難
」
と
回
答
さ
れ

た
生
産
者
の
農
地
に
、
ま
ず
は

新
規
就
農
を
希
望
す
る
方
を
あ

っ
せ
ん
し
、
条
件
が
合
わ
な
か

っ
た
場
合
は
農
業
者
の
中
で

「
栽
培
地
を
増
や
し
た
い
」
と

希
望
す
る
方
に
紹
介
す
る
と
い

う
事
業
の
枠
組
み
を
、
村
と
馬

路
村
農
業
協
同
組
合
が
合
意
の

も
と
構
築
し
て
い
る
。
現
在
、

3
組
へ
の
引
き
継
ぎ
実
績
が
あ

る
。

　

ゆ
ず
組
合
の
人
手
不
足
対
策

の
た
め
、
令
和
8
年
度
か
ら
は

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
イ
ン
タ

ー
ン
制
度
を
導
入
し
、
一
定
期

間
馬
路
村
農
業
協
同
組
合
の
営

農
部
門
等
で
有
機
栽
培
技
術
の

基
礎
を
学
ぶ
協
力
隊
の
確
保
に

つ
な
げ
て
い
く
。
繁
忙
期
の
ワ

ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
事
業
も
関

係
人
口
の
創
出
や
将
来
的
な
移

住
・
就
農
へ
の
入
り
口
と
し
て

機
能
す
る
よ
う
引
き
続
き
実
施

す
る
。
く
わ
え
て
、
大
型
農
機

具
を
共
用
し
て
少
人
数
で
多
く

の
農
地
を
管
理
で
き
る
よ
う
ス

マ
ー
ト
農
業
に
も
取
り
組
み
つ

つ
、
肥
料
高
騰
に
対
す
る
補
助

を
行
い
、
耕
作
継
続
の
支
援
に

向
け
て
、
馬
路
村
農
業
協
同
組

合
と
連
携
の
上
対
応
す
る
。

馬
路
村
の
未
来
に
つ
い
て

問　
村
唯
一
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

ン
ド
並
び
に
運
送
会
社
は
事
業

承
継
さ
れ
る
が
、
こ
の
先
村
民

生
活
に
必
要
な
商
品
や
サ
ー
ビ

ス
を
入
手
す
る
こ
と
が
困
難
に

な
る
の
で
は
な
い
か
。「
生
活

関
連
の
サ
ー
ビ
ス
の
縮
小
・
撤

退
」に
つ
い
て
の
考
え
を
問
う
。

答
　（
村
長
）

　
「
生
活
関
連
の
サ
ー
ビ
ス
の

縮
小
・
撤
退
」
に
関
し
て
は
、

高
知
県
が
掲
げ
る
ス
マ
ー
ト
シ

ュ
リ
ン
ク
（
賢
い
縮
小
）
を
ヒ

ン
ト
に
し
た
対
応
が
大
事
で
あ

吉
松
正
博
　
議
員

山
中
隆
　
議
員
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る
。
全
国
の
自
治
体
事
例
を
参

考
に
、
事
業
承
継
や
共
同
利
用

等
に
よ
り
、
本
村
の
サ
ー
ビ
ス

を
求
め
る
人
口
の
減
少
に
対
応

し
た
対
策
を
見
据
え
て
、
早
め

の
対
応
を
考
え
る
。

問　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
機
能
が

低
下
す
る
と
自
主
防
災
組
織
や

地
区
活
動
、祭
り
な
ど
の
維
持
・

存
続
が
で
き
な
く
な
る
の
で
は

な
い
か
。

答
　（
村
長
）

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
機
能

は
、
人
口
減
少
問
題
と
い
う
よ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
の
当

事
者
と
し
て
の
楽
し
み
方
に
よ

っ
て
変
化
す
る
の
で
は
な
い

か
。楽
し
み
な
が
ら
や
る
の
と
、

や
ら
さ
れ
る
は
違
う
。
地
区
行

事
や
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
、
当

事
者
が
楽
し
み
な
が
ら
や
る
こ

と
を
工
夫
す
れ
ば
、
人
は
つ
な

が
っ
て
活
性
化
し
て
い
く
も
の

と
考
え
る
。

問　
馬
路
村
振
興
計
画
の
更
新

に
向
け
て
、
農
業
・
林
業
・
商

業
・
建
設
業
・
観
光
業
な
ど
の

産
業
振
興
推
進
に
向
け
て
の
考

え
を
問
う
。

答
　（
村
長
）

　

馬
路
村
振
興
計
画
の
基
本
計

画
は
、
令
和
８
年
度
で
前
期
が

終
了
す
る
。
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
を
回
し
、
産
業
団
体
と
の
協

議
の
場
を
活
用
し
て
、
よ
り
充

実
す
る
よ
う
令
和
９
年
度
か
ら

５
年
間
の
後
期
基
本
計
画
の
作

成
に
つ
な
げ
る
。

問　
新
し
い
時
代
、
未
来
に
つ

い
て
の
人
材
育
成
の
重
要
性
・

課
題
に
つ
い
て
の
考
え
を
問

う
。

答
　（
村
長
）

　

過
疎
問
題
に
詳
し
い
明
治
大

学
の
小
田
切
教
授
に
よ
る
と
、

人
材
と
は
ど
う
い
う
と
き
で
あ

っ
て
も
当
事
者
意
識
を
も
っ
て

対
応
す
る
人
だ
と
い
う
。
他
人

事
で
は
な
く
自
分
事
と
し
て
物

事
を
捉
え
、
自
分
事
、
当
事
者

と
し
て
判
断
し
実
行
し
て
い
く

人
を
育
て
る
こ
と
が
重
要
だ
と

述
べ
て
い
る
。

　

当
事
者
意
識
を
も
つ
人
材
育

成
に
は
、
公
民
館
活
動
の
社
会

教
育
の
充
実
を
通
じ
た
育
成
や

多
様
な
住
民
が
参
画
で
き
る
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
よ
っ
て
地
元

を
見
つ
め
直
す
手
法
、
都
市
部

と
農
村
の
交
流
を
通
じ
て
新
し

い
価
値
観
を
刺
激
す
る
方
法
、

学
生
や
若
者
を
地
域
と
つ
な
ぐ

教
育
や
地
域
へ
出
向
き
参
加
す

る
こ
と
も
効
果
的
で
あ
る
。
ま

た
、
地
域
づ
く
り
は
「
暮
ら
し

の
主
体
と
な
る
人
材
づ
く
り
」、

「
暮
ら
し
の
場
と
な
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
」、「
暮
ら
し

て
い
く
条
件
で
あ
る
仕
事
づ
く

り
」
の
三
つ
が
相
互
に
連
携
す

る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
地
域
づ

く
り
を
し
っ
か
り
行
う
こ
と

が
、
本
村
の
未
来
に
つ
な
ぐ
施

策
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
安
全
運
転
に
対
す
る
啓
発
、

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
―
の
普

及
に
つ
い
て

問　
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
や
大

型
車
の
通
行
も
多
い
本
村
で

は
、
村
民
へ
の
安
全
運
転
に
対

す
る
意
識
向
上
や
啓
発
を
、
ど

う
進
め
て
い
く
の
か
。

　

ま
た
、
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ

ー
の
設
置
が
認
知
さ
れ
て
き
て

お
り
、
導
入
に
よ
り
交
通
事
故

や
ト
ラ
ブ
ル
の
責
任
の
明
確

化
、
犯
罪
抑
止
、
運
転
者
の
マ

ナ
ー
向
上
に
も
つ
な
が
る
と
思

わ
れ
る
。
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ

ー
の
普
及
に
向
け
、
公
用
車
へ

の
設
置
や
村
民
に
対
す
る
補
助

な
ど
今
後
の
取
組
を
問
う
。

答
　（
村
長
）

　

高
知
県
警
や
交
通
安
全
協
会

と
も
連
携
し
、
国
や
県
が
重
点

的
に
取
り
組
む
施
策
と
歩
調
を

合
わ
せ
た
啓
発
活
動
を
進
め
、

高
齢
者
の
事
故
防
止
や
安
全
運

転
の
徹
底
な
ど
、
住
民
の
交
通

安
全
に
対
す
る
関
心
と
意
識
が

高
ま
る
よ
う
、
交
通
事
故
の
未

然
防
止
に
努
め
る
。

　

一
般
車
の
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー
は
、
国
と
し
て
設
置
義
務

ま
で
は
求
め
て
お
ら
ず
、
推
奨

と
い
う
位
置
付
け
で
、
6
割
程

度
に
普
及
し
て
お
り
行
政
が
補

助
金
を
出
し
た
と
し
て
も
、
普

及
率
を
大
き
く
押
し
上
げ
る
効

果
は
少
な
い
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
村
が
率
先
し
て
安
全
運

転
の
模
範
と
な
れ
る
よ
う
、
職

員
の
安
全
運
転
意
識
の
徹
底
を

図
る
た
め
、
公
用
車
に
は
ド
ラ

イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
設
置
し
た

い
。

　
魚
梁
瀬
の
観
光
資
源
の
整
備

に
つ
い
て

問　
魚
梁
瀬
丸
山
台
地
が
で
き

て
60
年
が
過
ぎ
た
。
桜
や
紅
葉

は
重
要
な
観
光
資
源
で
あ
る

が
、今
後
の
整
備
計
画
を
問
う
。

答
　（
村
長
）

　

魚
梁
瀬
地
区
の
桜
の
伐
採
や

剪
定
は
、
地
域
の
皆
さ
ま
や
関

係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
取
り

組
ん
で
き
た
。
桜
の
現
状
や
更

新
の
必
要
性
を
共
有
し
、
適
切

な
対
応
を
進
め
て
い
く
が
、
長

期
的
な
維
持
管
理
は
、
地
域
の

熱
意
や
協
力
が
欠
か
せ
な
い
も

の
と
考
え
て
い
る
。
地
域
住
民

や
団
体
、
さ
ら
に
は
村
が
主
体

と
な
っ
て
植
樹
活
動
や
育
成
管

理
に
取
り
組
む
こ
と
で
桜
の
世

代
交
代
を
計
画
的
に
進
め
、
地

域
の
愛
着
や
観
光
資
源
と
し
て

の
価
値
向
上
に
も
つ
な
が
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
く
。

委
員
会
の
活
動
報
告   

村
づ
く
り
推
進
常
任
委
員
会

■
２
月
27
日

　

令
和
8
年
1
月
28
日
に
実
施

し
た
、
魚
梁
瀬
地
区
の
現
地
調

査
に
つ
い
て
の
報
告
並
び
に
、

今
後
の
調
査
方
法
等
を
協
議
し

た
。議

会
運
営
委
員
会

■
2
月
27
日

　

令
和
8
年
第
3
回
定
例
会
の

日
程
、
議
案
に
つ
い
て
協
議
し

た
。

　

第
2
回
臨
時
会
で
は
、
工
事

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
審

議
さ
れ
、
可
決
さ
れ
た
。

●
林
道
滝
野
線
災
害
復
旧
工
事

・
相
手
方　

有
限
会
社
岩
城
組

・
変
更
契
約
金
額

　

1
億
１
７
８
５
万
４
千
円

第
２
回
臨
時
会（
２
月
９
日
）

皆
津
由
理
　
議
員

枦
山
民
夫
　
議
員
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　２月15日（日）田野町ふれあいセン
ターを起点とする５区間８㎞周回コー
スによる「第40回中芸地区子ども駅
伝競走大会」が行われました。
　馬路村からは２チームが参加し、
日々の練習の成果を発揮し、14チー
ム中、総合３位と６位の好成績を収め
ました。
　また、第２区では山田遥馬さん、第
５区は小松太緒さんが区間賞に輝き
ました。結果は、右記のとおりです。

記録表（抜粋）

   長野　晴 山田遥馬 安養寺陸稲 小松時生 小松太緒 
 3 馬路Ａ ⑭ 4.56 ① 7.35 ⑧ 7.07 ② 6.14 ① 7.13 33分05秒
    ②12.31 ④19.38 ③25.52 ③33.05 

 　 　 上治穂希 芝　　光 芝　月実 木下魁人 上治大耕
 6 馬路Ｂ ⑪ 4.41 ④ 8.38 ⑤ 6.56 ⑧ 7.12 ⑧ 8.56 36分23秒
    ⑤13.19 ⑥20.15 ⑥27.27 ⑥36.23 

1区（1㎞）
低学年

2区（2㎞）
高学年

3区（1.5㎞）
中学年

4区（1.5㎞）
中学年

5区（2㎞）
高学年

総合
タイム順位 チーム名

上段：区間成績　下段：累計成績

１、２年生との触れ合いや昼
休みにお兄ちゃん、お姉ちゃ
んたちが優しく声をかけてく
れて、一緒に遊んでくれまし
た！「楽しかった！」と学校へ
の期待が膨らんだようです。

保育所周辺を散
歩したりつどマ
ルへ遊びに行っ
たりしているよ！

心の中の悪い鬼をやっつけた子ど
もたちの所に、優しい鬼さんが遊
びにきてくれたよ！

赤おにさんみ～つけた！ ショベルカー
発見！

くぎ付けで見
つ

める子どもたち

まめまき節分

お散歩たのしい
な～

一緒に遊んでくれて
ありがとう

赤鬼さん、青鬼さん
キラキラと笑顔かがやくうまじっこ

園庭で鬼ごっこ！
ゆず森でかくれんぼ！

＜馬路保育所＞
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集いの場で（男の体操）

デイサービスで

自宅で（ソファーに座って） （自宅の段差を利用して）

高齢者運動機能等向上事業
　高齢者運動機能等向上事業とは、主に要支援・要介護状態になるおそれのある高齢者に対し、理
学療法士等が個別の機能向上計画に基づいて、筋力向上トレーニング、バランス運動、有酸素運動、
ストレッチなどを提供し、生活機能の維持・向上と健康寿命の延伸を図る介護予防事業です。
　馬路村では、令和5年度から75歳以上の高齢者を対象に、看護師と田野病院の理学療法士が自宅
へ訪問し生活環境調査を行い、一人一人に合った運動を提案、転倒リスク管理を行い、住み慣れた地
域で自分らしい暮らしを人生の最後まで続けることができることを目標に事業を行っています。
　令和7年度は25名の対象者へ訪問し、令和5年度から延べ37名の方に実施しました。

　集いの場やデイサービスへも訪問し、社協・デイスタッフへの助言も行って
います。令和8年度も引き続き事業を行いますので、ご興味のある方、75歳以
下の方もぜひご相談ください。

ご相談は、役場健康福祉課 /診療所の医師、保健師、看護師まで
健康福祉課 TEL：（8）44-2112
馬路診療所 TEL：（8）44-2010

結
構
足
に
く
る
わ
ね

こ
う
や
っ
て
時
々
来
て

く
れ
る
き
、運
動
せ
ん

と
い
か
ん
な
と
思
う

皆さんとてもお元気で
びっくりです

皆さん、困りごとはな
いですか？

頑張ってやりゆうで♪
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令和８年度の国民健康保険税 (国保税 )についてお知らせします

　令和12年度から適用される予定の県内保険料水準の統一に向け、国保税率を段階的に改正してい
ます。令和８年度課税の税率は下記のとおりです。

国民健康保険だより

令和８年度の税率（年額）

　子育て世帯を支えるための国の新しい仕組みとして、令和８年度から子ども・子育て支援金
制度の運用が始まります。支援金は、児童手当などの子育て世帯への給付事業に充てるために、
全世代・全経済主体が医療保険料と併せて拠出するものとされているため、村の国保税にお
いても令和８年度課税分から導入します。

子ども・子育て支援金制度について

　

　　　　　　　    現行（Ｒ7年度 ) 改正後（Ｒ8年度 ) 　　　 差
基礎賦課（医療費分）
所得割率 ７.３% ７.７% ０.４%引き上げ
均等割額 ２８,０００円 ２９,０００円 １,０００円引き上げ
平等割額 ２５,０００円 ２４,０００円 １,０００円引き下げ
賦課限度額 ６６０,０００円 ６７０,０００円 １０,０００円引き上げ
後期支援金
所得割率 １.９% ２.２% ０.３%引き上げ
均等割額 ８,０００円 ９,０００円 １,０００円引き上げ
平等割額 ７,０００円 ８,０００円 １,０００円引き上げ
賦課限度額 ２６０,０００円 ２６０,０００円 差額なし
介護納付金　(４０歳から６４歳までの方がいる世帯にのみ課税 )
所得割率 １.９% ２.１% ０.２%引き上げ
均等割額 １３,０００円 １４,０００円 １,０００円引き上げ
賦課限度額 １７０,０００円 １７０,０００円 差額なし
子ども・子育て支援金
所得割率  ０.２% 
均等割額  １,３００円 
１８歳以上
均等割額※  １０円 
賦課限度額  ３０,０００円
※１８歳以上均等割額…１８歳未満被保険者の均等割額を全額減免し、減免した額を１８歳以上の被保険者で負担する仕組み
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後期高齢者医療に関する重要なお知らせ

被保険者均等割額軽減対象者の基準が広がります

　後期高齢者医療制度の令和 8・9年度の保険料率が決定しました。

　高知県の後期高齢者の医療費は毎年増加しているため、医療保険が負担する費用も増加していま
す。また、令和８年度からは子ども・子育て支援金制度が始まります。子ども・子育て支援金制度は、
全ての世代や企業から拠出された支援金を、子育て施策の拡充に充てるもので、子どもや子育て世
帯を社会全体で支える制度です。

保険料率の決定について

　被保険者均等割額は、同一世帯内の世帯主と被保険者の総所得金額等の合計が、下記を満たす
場合に軽減される仕組みとなっています。5割・2割軽減対象者の基準が広がりました。
　また、基礎賦課分及び子ども・子育て支援納付金分それぞれの被保険者均等割額で軽減が適用
されます。
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　最近、僕の通っている高知市の格闘技
ジムは外国人も増えてきて、格闘技は本当
に世界的なスポーツだなと痛感します。
　2月4日にもイギリス出身のオーウェンとい
う方が体験で水曜日のレスリング・ノーギク
ラスに参加したいと来られましたが、残念な
がらその日はインストラクター不在のためキ
ャンセルになりました。その代わりにキックボ
クシングクラスで、皆とスパーリングしました。
その後はタイで活躍していたプロムエタイ
選手と話が弾んでいました。
　彼は、日本を旅行しながらさまざまなとこ

ろのジムでトレーニングしていたらしく、せっかく柔術を練習しに遠くから来ているので
一緒にノーギのスパーリングをしましょう、と僕が提案しました。白帯にしてはすごく強いので、尋ねてみると母国で
MMA（総合格闘技）をベースにしたトレーニングをしていたと言いました。
　オーウェンさんとジムのメンバーは、言葉がうまく通じなくてもお互い笑顔いっ
ぱいでその場が盛り上がっていました。言語や人種の違いにかかわらず共通
している格闘技への愛でつながり、すてきだなと思いました。異国の人に接す
る機会が少ない馬路村にも同じようなことがもっとあればいいですね。
　ちなみに前回の記事の続きですが、2月11日に福岡のリバーサルカップ80kg
級で金メダルを取ることができました。2戦をそれぞれ三角締めと足関で勝って
徳島オープンの残念な結果にリベンジしました。そして3月1日に東京インターナ
ショナルスプリングチャンピオンシップで3試合があって、なんとか決勝まで進め
ましたが、また徳島オープンと同じように反則で負けました。いろいろ反省します。
　次は関西インターナショナルノーギチャンピオンシップに挑戦します。世界的
なブラジリアン柔術に興味があれば、ぜひいつか一緒に練習しましょう！

　毎年春になると、イギリスで
最も有名なスポーツの伝統行事
の一つである「ボートレース」が
ロンドンで開催されます。このレ
ースは、イギリスを代表する歴史
ある大学オックスフォード大学と
ケンブリッジ大学の間で行われ
るボート競技で、世界で最も古
い大学スポーツ大会の一つとし
て知られています。
　最初のレースは1829年に行わ
れました。オックスフォード大学とケンブリッジ大学にそれぞれ通っていた二

人の友人が、ボートレースで勝負しようと提案したことがきっかけで、当時、ボート競技はイギリスの大学生の
間で人気のあるスポーツでした。その後、このレースは徐々に伝統的な行事となり、1856年以降は、二度の世
界大戦と新型コロナウイルスの流行の時期を除いて、ほぼ毎年開催されています。
　現在、このレースはロンドンのテムズ川で行われ、距離は約6．8キロメートルですが、ボートには8人の漕ぎ手
と1人のコックス（舵取り）が乗り、コックスがボートを操縦しながらチームに指示を出します。レース当日には、
約25万人の観客が川岸に集まり観戦するほか、数百万人がテレビでその様子を見守ります。これまでの通算成
績では、ケンブリッジ大学が88勝、オックスフォード大学が81勝で、ケンブリッジ大学がわずかにリードしてい
ます。

世界をつなげる格闘技

ALT（外国語指導助手）
ジョーンズ・ジョセフ

（Jones Joseph Robert Michael）

CIR（国際交流員）
ヒパンゴ・ウィレム
（Hipango Wiremu Kingi）

▲4月のテムズ川「ボートレース」

▲ジムの仲間たち

▲2月11日　表彰式の様子

ALT（外国語指導助手） ＆ CIR（国際交流員） コーナー
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問い合わせ先：中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会事務局
（安田町役場日本遺産推進室内）
TEL：30－1865　　FAX：30－1866
メール：yuzurintetsu＠mk.pikara.ne.jp
H　 P：https://yuzuroad.jp/ 「ゆずとりんてつ」で検索

　令和8年2月14・15日に東京都の有楽町駅前で行われた日本遺産マルシェに出展しました。
　中芸地域の事業所様にご協力いただき、ゆずの商品を中心に販売いたしました。往来の途切れない場
所で多くの方に見ていただくことができ、「この商品知ってる！」「高知ってゆずなんだ」「行きたいと思ってる
んだよね」などたくさんお話を聞くこともできました。中芸地域を思い出していただいたり、新たに知ってい
ただいたりと、さまざまな形でご縁をつくれたのではないかと思います。
　また、歩いて５分ほどのところにある高知県のアンテナショップ「まるごと高知」から店長さんがお越しに
なり、「知らない商品もあるなあ」「（まるごと高知のイベント）文旦祭りは去年より好調。一緒にがんばろう」
と応援いただきました。
　今後も多くの方と出会い「中芸に来たい」と思ってもらえるような活動をしていきたいと思います。

【日本遺産マルシェに出展しました】

　日本遺産ゆずとりんてつのパンフレットを刷新しました。
中芸地域を全く知らない方でも、日本遺産ゆずとりんてつ、
そして中芸地域の歴史や文化の雰囲気を感じてもらえるよ
うな内容になったと思います。
　安田町役場内の協議会事務局でお渡ししていますし、日
本遺産ゆずロードミュージアムにも配架していますので、中
芸地域のみなさんもぜひ手にとってご覧ください。観光施
設やイベント出展での配布も行っていきます。

【パンフレットが新しくなりました】

～中芸地域の日本遺産魅力発信便り vol. 105 ～
日本遺産　第 3号認定　登録番号 051

中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会

出展の様子 日本遺産マルシェの様子

新
し
い
表
紙

・Facebook・HP ・Instagram ・ガイドコース
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　いずれも申請には、診断書等が必要です。なお、各手当の障害程度基準に該当しない場合や受給資格者及
び扶養義務者の前年所得が一定額以上であるときは受給できません。
■問い合わせ先■
　馬路村役場 健康福祉課　TEL：（８）４４－２１１２　中芸広域連合 介護・保健福祉課　TEL：０８８７－３８－８２１２

障害のある方への各種手当のご案内

心身に著しく重度の障害があり、常時特別の介護を
必要とする在宅の２０歳以上の方

特別障害者手当 月額
３０,４５０円

心身に重度の障害があり、日常生活に著しく制限を受
ける在宅の２０歳未満の方障害児福祉手当 月額

１６,５６０円

心身に重度または中度の障害のある20歳未満の児
童を看護している父母または養育者の方（対象児童
が施設に入所または公的障害年金を受給している場
合を除く）

特別児童扶養手当
月額

１級　５８,４５０円
２級　３８,９３０円

対　象 支給額手当名
※支給額:令和８年４月～

　
村
で
は
、昨
今
の
物
価
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
価
格
等
の
高
騰
への

対
策
と
し
て
、村
民
の
生
活
の

支
援
と
村
内
の
消
費
低
迷
の

緩
和
を
目
的
と
し
て
、馬
路
村

内
の
商
店
で
使
え
る
地
域
振

興
券
の
配
布
事
業
及
び
水
道

料
金
の
減
免
事
業
を
実
施
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
主
に
国
の
物
価
高
騰
対
応

重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
を
財
源
と
し
て
活
用
し

て
実
施
し
ま
す
。

　
４
月
上
旬
ま
で
に
届
く
よ

う
世
帯
ご
と
に
ま
と
め
て
送

付
し
て
お
り
ま
す
。く
れ
ぐ

れ
も
有
効
期
限
内
の
使
用
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、簡
易
書
留
ま
た
は
レ

タ
ー
パッ
ク
に
よ
り
送
付
し
ま

す
が
、長
期
不
在
等
に
よ
り

受
け
取
り
が
で
き
な
か
っ
た

場
合
は
役
場
地
域
振
興
課
で

お
渡
し
が
可
能
で
す
の
で
、免

許
証
等
の
本
人
確
認
書
類
を

ご
持
参
の
上
お
申
し
付
け
く

だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
・
地
域
振
興
課

T
E
L
（８）
４
４–２
1
1
4

　　
村
で
は
物
価
高
騰
対
策
の一

環
と
し
て
、令
和
８
年
４
月
か

ら
令
和
９
年
３
月
ま
で
の
１
年

間
に
請
求
す
る
、水
道
料
金
の

減
免
を
実
施
し
ま
す
。

　
減
免
さ
れ
る
の
は「
基
本
料

金
」お
よ
び「
量
水
器（
メ
ー

タ
ー
）使
用
料
」の
全
額
で
、生

活
支
援
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。（
官
公
庁
施
設
を
除
く
）

※
基
本
量
を
超
え
た「
超
過

料
金
」は
通
常
通
り
の
請
求
と

な
り
ま
す
。

　
詳
細
に
つい
て
は
４
月
請
求

分
の
水
道
料
金
通
知
書
と
一

緒
に
案
内
文
を
同
封
い
た
し

ま
す
の
で
、ご
確
認
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
・
建
設
課

T
E
L
（８）
４
４–２
３
３
６

物
価
高
騰
対
策（
地
域
振
興
券
と
水
道
料
金
の
減
免
）

に
つ
い
て

●
水
道
料
金
の
減
免
に
つ
い
て

●
地
域
振
興
券
事
業
に
つ
い
て

金　　額　1人あたり 3 万円分
令和 8 年 3 月 1 日現在で馬
路村に住民登録のある方 対 象 者

有効期限　令和 8 年 12月 31日まで

地域振興券とともに対象店舗 
の一覧を同封しておりますの
でご確認ください

対象店舗
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4月・5月 むらの行事予定4月・5月 むらの行事予定
5　　月

1 金 馬路小学校遠足　　

2 土

3 日 　憲法記念日

4 月 高知県中学春季卓球選手権大会（～５日）
（高知くろしおアリーナ）　　　　　　　　みどりの日

5 火 有害物収集　　　　　　                        こどもの日

6 水 振替休日

7 木

8 金 古紙回収（魚梁瀬）

9 土

10 日 馬路温泉バラ風呂（6 月以降毎月１日）

11 月

12 火 リサイクル収集

13 水 乳児・1 歳６カ月児・３歳児健診（奈半利町防災センター）

14 木

15 金 魚梁瀬小学校新入生歓迎遠足

16 土 馬路保・小・中合同運動会

17 日

18 月

19 火

20 水

21 木 馬路村教育研究大会

22 金 古紙回収（馬路）

23 土 安芸地区市町村 PTA 連絡協議会総会

24 日

25 月

26 火 英会話教室（集会センターうまなび）19：30 ～20：30
　　　　　リサイクル収集

27 水

28 木

29 金

30 土

31 日

4　　月
1 水

2 木

3 金 馬路保育所入園式

4 土 魚梁瀬桜まつり（魚梁瀬丸山公園）

5 日

6 月

7 火 馬路村長選挙告示日、村内各校始業式・新任式、馬路小・
中学校入学式、魚梁瀬小学校入学式　　　　有害物収集

8 水

9 木

10 金 　古紙回収（魚梁瀬）

11 土

12 日 馬路村長選挙投開票日

13 月

14 火 　リサイクル収集

15 水 乳児・1 歳６カ月児・３歳児健診（奈半利町防災センター）

16 木 県立移動図書館巡回（魚梁瀬多目的施設）11：10～
11：50

17 金 行政相談所（集会センターうまなび）10：00 ～12：00
人権相談所（集会センターうまなび）10：00 ～15：00

18 土 馬路小・中学校参観日、PTA 総会
魚梁瀬小・中学校参観日

19 日

20 月

21 火

22 水 中芸地区教育研究大会

23 木

24 金 県立移動図書館巡回（集会センターうまなび）10：40
～11：30　　　　　　　　　　　     古紙回収（馬路）

25 土 令和 8 年度職域ソフトボール大会（馬路村民運動場）

26 日

27 月

28 火 英会話教室（集会センターうまなび）19：30 ～20：30
　　リサイクル収集

29 水 高知県学年別春季卓球大会 ( 高知県民体育館）
昭和の日

30 木

人　　口
月中異動

増　　加 減　　少 現在
人口合計出生 転入 職権 計 死亡 転出 職権 計

2　月 0 1 0 1 2 3 0 5 734 
3 　月 0 8 0 8 1 23 0 24 718 

馬路村特別村民  12,720 人
（3月31日現在）

馬　路　597 人、  308 世帯
魚梁瀬　121 人、　 77 世帯
　（外国人含む）
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村内あちらこちら

3月

4月

2月

編集発行 

▲

馬路村教育委員会
住所 〒781-6201 高知県安芸郡馬路村大字馬路443
ＴＥＬ  ０８８７－４４－２２１６  ＦＡＸ ０８８７－４２－１０１０
Ｅ‐ｍａｉｌ  ｋｙｏｕｉｋｕ＠ｖｉｌｌ．ｕｍａｊｉ．ｋｏｃｈｉ．ｊｐ
印     刷 

▲

株式会社 高知新聞総合印刷

 1日  魚梁瀬ひな祭り列車（魚梁瀬丸山公園）
 7日  魚梁瀬中学校卒業式（魚梁瀬体育館）
 8日  馬路中学校卒業式（馬路体育館）
 16日  巨大シャボン玉作り教室（馬路小学校）
 18日  ピースウィンズ・ジャパン協定式

（集会センターうまなび）
 20日  馬路小学校卒業式（馬路体育館）
 23日  馬路村農業協同組合第78期通常総会
 24日  村内4校修了式・離任式
 25日  馬路保育所卒園式
   馬路村教育総合会議
 26日  馬路村森林組合第74期通常総会
   「イースター」国際交流イベント

（集会センターうまなび）
 29日  親子でつくる絵本教室

（集会センターうまなび）
 30日  庄屋祭・鬼門堂祭

 ４日  魚梁瀬桜まつり（魚梁瀬多目的施設）

 １日 第44回馬路村村内芸能発表会
（集会センターうまなび）

 6日 馬路小学校学習発表会（馬路体育館）
 8日 第51回衆議院議員総選挙投開票日
 14日 「やなせ・うまじ水源の森」協働の森交流イベント

（魚梁瀬）
 15日 第40回中芸地区子ども駅伝競走大会

（田野町）
 17日 馬路小学校体験入学
 21日 馬路保育所生活発表会

3月26日　「イースター」国際交流イベント（集会センターうまなび）

2月14日  「やなせ・うまじ水源の森」協働の森交流イベント（魚梁瀬）

3月16日　巨大シャボン玉作り教室（馬路小学校）

3月20日  馬路小学校卒業式（馬路体育館）

４月４日　魚梁瀬桜まつり（魚梁瀬多目的施設）
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